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函固圃固E記因圃
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新しくはじまる介護保険制度に向けて、どのような介護サービス

が実施されるのか、老人保健福祉計画・介護保険事業計画案に盛り

込まれているサービス内容の概要とこの計画に関連する介護保険料

などについてお知らせしぎ汁。

• 日介護保険以外の在宅福祉サービス 口
理容サービス、移送サービス、配食サービス、除

雪サービスなど現行の在宅福祉サービスは、対象者

利用基準等を男直しのうえ継続して実施します。

また、自立と認定された方に苅しての新規サ ビ

スとして、 3つのサ ピスを提供します。
①生活管理指導員派遣サービス

(居宅に訪問介護員を派遣して自立生活を支援する。)

②生きがい活動支援通所サービス

(サテライトデイサービスセンターで、日常生活訓練その他のサービスを提供する。)

③生活管理指導短期宿泊サービス

(老人福祉l鍛等の空室に短期間宿泊し、生活習慣指導等のサ ビスを提供する。)

• 日保健サービス口
寝たきりや痴ほうの原因が生活習慣病、

特に脳血管障害が圧倒的に多いことから

健康相談、健康教育、リハビリ教室をと

おして、食生活ち含めた日常生活習慣の

改善による脳卒中の予防や女性の骨粗し

よう症の予防など、寝たきり予防対策と

して 「新寝たきりゼ口作戦」を重点的に

推進することになっています。

このほか、高齢になってち健康でいき

いきと自立しだ生活が送れるよう、現在

ち行っている健康診査、健康教育、健康

相談、機能訓練などをいっそう充実させ

実施する計画となっています。

日老人保健福祉計画・
介護保険事業計画口

(平成12年度から平成16年度までの5年間)

3つの重点目標
①自立を目指す健康づくりの推進

②高齢者の積極的な社会参加の促進

③総合的に多様な介護サービスの提供

日介護保険事業日

在宅サービスは、現在行っている訪問介護(ホ

ームヘルプ)や訪問看護、通所サ ビス(デイサ

ービス・通所リハビリ〉などのほか、新たに訪問

入浴、訪問リハビリを初年度から、痴ほう対応型

共同生活介護(グループホーム〉を平成15年度横

討の予定、それぞれスタートさせ、 3つの施設サ
ービスを含めて17種類のサービスを提供する計画
です。

介護保険サービス内容

在 F古-'-， サ ビ ス

訪問介護 訪問看護 訪問入浴

訪問リハビリ 通所介護 通所リハビリ

短期入所生活介護 短期入所療養介護 居宅療費管理指導

福祉用具員与 福祉用具購入 住宅改修費の支給

居宅サ ピス計画の作成 自ほうx1応型共同生活介護(平成15年度の実施横討)

施
壬fーし
サ ピ スロ又

介護老人福制服(憶 )介護老人保健蹴|介護療養型医療施設

介護保険サービスの利用対象者数(平成12年度~
平成14年度〉を、在宅サービスでは、各年度263人~
294人、施設サービスは、 95人~93人と男込んでい

ます。

回



口 65歳以上の第1号被保険者の保険料口
介護保瞭事業計画における平成12年度から平成14年度までの3か
年間の要援護者数やサービス見込み量の各数値をちとに介護総費用

額を推定のうえ、国で定める算定基準に基づき推計した上富良野町

の基準月額は 3，000円で、年額36，000円になる見込みです。
被保険者の保隙料は、所得に応じて5段階に別れます。

老齢福祉年金 塞軒目
1 ，500円

生保蛍給者等 XO.5 
(年額 18，000円〉

住民税非課税 基準額
2，25 

(世 帯全員〉 XO.75 0円 (年額 27，000円〉

住民税非課税
基準額 3， 

(本人非課税〉
000円 (年額 36，000円〉

住民税課税
基準額X1.25

(本人所得250万未満)
3，750円 (年額布、000円)

住 民税課税
基準額X1.5

(本人所得250万以上)
4，500円 〈年額 54，000円〉

上記の保験料は、条例案を3月定例町議会に提案し、議決後決定
となります。また、この保険料については、 3年後の平成14年度に
見直しを行います。 なお、第1号被保険者の保隙料は、国の特別苅

策として平成12年4月から周年9月までの半年聞は徴収せす、その
後1年聞は、半額に軽減されます。

この特別対策を踏まえた各年度の保膜料徴収額は、基準月額 3，000
円の15で、例示すると次のとおりとなります。
(1 )平成12年度は、 9.000円
年度後半(平成12年10月~平成13年3月〉のみ月額の2分の?を
徴収します。

@1 ，500円X6か月二9，000円
(2)平成13年度は、27.000円
年度前半 (平成13年4月~同年9月〉は、月額の2分の1 年度
後半 (平成13年10月~平成14年3月〉は、規定の月額により徴収し
ます。

@1 ，500円X6か月+@3，000円X6か月二27，000円

申。 ミ

口介護保険
被保険者証口

第1号被保隙者及び要介護

認定された第2号被保隙者の

方々に、介護保険被保隙者証

を今月下旬に送付する予定で

す。

(3)平成14年度は、36.000円
規定の月額により徴収します。

@3，000円X12か月二36，000円
日40歳以上65歳未満の

団 自殺:~(1)参事司rt/t-lt⑨

第2号被保険者の保険料口

第2号被保隙者の保険料l耳、加入している医療

保隙によって算定方法が異なります。

国民健康保険に加入している方は、これまでの

国民健康保隙税と同様に「所得割JI量産割JI平

等割JI均等割」 の4区分により算出し、国保分の
国民健康保隙税と合算して課税されることになり

ます。

試算では、 一人当り平均年額14，000円程度の見
込みとなります。
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月
号
シ
リ
ー
ズ
ー
で
は
、
上
富
良
野
町

d
d
を

「
町
三
郎
」
と
呼
ん
で
健
康
状
態
を

み
て
み
ま
し
た
。
結
果
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活

習
慣
が
も
た
ら
す

「生
活
習
慣
病
」
と
精
密

検
査
で
は
初
期
の
肺
が
ん
が
見
つ
か
り
右
肺

の
大
半
を
切
除
す
る
手
術
を
し
ま
し
た
。

医
師
や
看
護
婦
か
ら
日
常
的
な
生
活
管
理

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
無
事
退
院
し
た
「
町

三
郎
」
さ
ん
に
、
手
術
の
内
容
や
今
後
の
健

康
管
理
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

町
三
郎
さ
ん
の
手
術

0
0
0
 

町
三
郎
さ
ん
は
、
い
ま
ま
で
病
気
も
し
な

か
っ
た
の
で
、
健
康
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
関

心
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
身
体
に
悪
い
と

言
わ
れ
る
タ
バ
コ
(
起
債
)
を
や
め
ら
れ
ず

吸
い
続
け
て
肺
に
負
担
を
か
け
て
き
ま
し
た
。

そ
の
う
え
、
昭
和
必
年
に
着
工
し
た
「
国
営

か
い
ば
い
事
業
」
の
償
還
が
、
平
成
日
年
度

か
ら
(
償
還
負
担
年
2
億
円
前
後
)
始
ま
り

ま
す
。
長
い
年
月
の
間
に
事
業
の
変
更
、
拡

大
な
ど
少
し
ず
つ
腫
療
と
な
り
大
き
く
成
長

し
て
き
た
の
で
す
。
幸
い
最
近
が
ん
化
が
は

じ
ま
っ
た
初
期
と
い
う
こ
と
で
、
町
三
郎
さ

ん
は
今
後
の
健
康
を
考
え
切
除
手
術
を
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
手
術
と
は
、
国
営
事
業
の
償
還
負
担

の
た
め
に
必
要
な
財
源
を
あ
ら
か
じ
め
除
き
、

こ
れ
に
あ
わ
せ
た
財
政
規
模
の
行
政
推
進
を

図
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
当
然
手
術
に
よ
っ

て
片
肺
の
大
半
を
切
除
し
た
の
で
す
か
ら
今

ま
で
と
同
じ
生
活
は
で
き
ま
せ
ん
。

過
激
な
運
動
を
控
え
て
(
投
資
的
事
業
の

精
査
)
生
活
の
自
己
管
理
を
す
る
こ
と
(
費

用
対
効
果
や
事
業
の
優
先
性
の
重
視
)
が
、

必
要
に
な
り
ま
す
。

生
活
の
自
己
管
理

0
0
0
 

術
後
管
理
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
検
診
を

受
け
(
財
務
管
理

・
財
政
計
画
の
徹
底
)
、
異

常
が
発
生
し
た
ら
(
制
度
変
更
や
経
済
状
況

の
変
化
)
早
期
に
治
療
(
行
政
計
画
の
見
直

@ 
康
状

• 

し
)
す
る
こ
と
。

生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
は
、
大
半
が
日
常

的
な
食
生
活
の
見
直
し
ゃ
適
度
な
運
動
で
改

善
さ
れ
る
と
言
う
こ
と
で
す
。

肥
満
(
財
政
規
模
の
拡
大
)
に

つ
い
て
は
、

管
理
さ
れ
た
ダ
イ
エ
ッ
ト
(
事
業
の
ス
ク
ラ

ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
や
行
政
費
用
削
減
)
を

行
っ
て
、
適
正
体
重
(
財
政
規
模
の
適
正
化
)

へ
近
づ
け
る
こ
と
で
す
。
当
然
に
適
度
な
運

動

(
事
業
評
価
)

の
継
続
は
効
果
を
高
め
ま

す。ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
と
は
・
:

役

割

の
終
わ
っ
た
も
の
や
効
率
性
の
悪
い
事
業
を

見
直
し
、
新
た
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
。

高
血
圧
・
糖
尿
病

・
肝
臓
病
に

つ
い

て
は
、

遺
伝
体
質
が
大
き
な
要
因
で
す
が
、
塩
分
の

取
り
過
ぎ
(
制
度
追
従
や
依
存
)
に
は
注
意

が
必
要
で
す
。

お
酒
(
補
助
金
)

に
つ
い
て
は
、
適
量
が

肝
心
で
す
。
適
量
の
飲
酒
は
、
食
欲
増
進
(
投

O 

• 
資
的
事
業
の
推
進
)
や
ス
ト
レ
ス
(
財
源
不

足
)
の
解
消
、
人
間
付
き
合
い
(
国
の
政
策

協
調
)
の
潤
滑
油
な
ど
と
し
て
役
立
ち
ま
す
。

食
事
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
(
歳
入
と
歳
出
)

も
重
要
で
、
家
族
の
協
力
(
受
益
者
負
担
の

適
正
化
)
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

囚

町
三
郎
さ
ん
の
決
意

。。。

町
三
郎
さ
ん
は
、
自
分
な
り
に
今
後
の
生

活
プ
ラ
ン
(
上
富
良
野
町
第
4
次
総
合
計
画
)

を
立
て
ま
し
た
。

プ
ラ
ン
の
柱
は
、

4
つ
あ
り
ま
す
0

.
「生
き
が
い
を
持
つ
暮
ら
し

(豊
か
な
心
の
人
の
ま
ち
ご

.
「
仕
事
に
責
任
を
持
つ
暮
ら
し

(
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
ご

.
「
快
適
な
暮
ら
し

(
住
み
よ
い
快
適
な
ま
ち
ご

.
「
役
割
を
持

っ
た
暮
ら
し

(
共
に
創
る
ま
ち
ご



こ
の
プ
ラ
ン
を
実
行
し
て
い
く
た
め

に
5
つ
の
決
意
を
し
ま
し
た。

①
積
極
性
を
大
切
に

(新
時
代
を
ひ
ら
く
取
り
組
み
)

過
去
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、
新
た
な
取

り
組
み
に
積
極
性
を
持
つ

②
家
族
や
近
隣
を
大
切
に

(町
民
主
役
の
取
り
組
み
)

自
己
本
位
で
は
な
く
、
家
族
な
ど
み
ん
な

の
生
活
を
大
切
に
す
る
。

③
工
夫
と
発
想
を
大
切
に

(ソ
フ
ト
重
視
の
取
り
組
み
)

車
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
物
中
心
で
は
な
く
、

こ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
を
大

切
に
す
る。

④
対
話
を
大
切
に

(情
報
発
信

・
受
信
の
取
り
組
み
)

人
の
話
を
良
く
聞
く
と
同
時
に
、

自
分
の

意
見
も
主
張
す
る
。

⑤
友
人
づ
く
り
を
大
切
に

(
連
携
の
と
れ
た
取
り
組
み
)

周
り
に
壁
を
作
ら
ず
、
同
じ
趣
味
や
考
え

を
持
つ
人
と
の
付
き
合
い
を
広
げ
る
。

ま
た
、

新
た
な
生
活
ヘ
ス
タ
ー
ト

0
0
0
 

プ
ラ
ン
と
決
意
を
も
と
に
新
た
な
生
活
を

ス
タ
ー
ト
す
る
た
め
、
今
ま
で
の
生
活
を
見

直
す

「行
政
改
革
」
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し

た
職
場
上
司
の
国
太
郎
さ
ん
や
同
僚
の
町
子

さ
ん
た
ち
も
健
康
診
断
で
生
活
習
慣
病
が
見

-

つ
か
っ
て
い
て
、
い
っ
し
ょ
に
生
活
改
善
(
地

方
分
権
や
行
財
政
改
革
な
ど
)
を
取
り
組
む

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

町
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
し
て
、
生
活
習
慣
病
の
根
源
と
い

わ
れ
て
い
る
肥
満
解
消
で
す
。

ダ
イ
エ
ッ
ト
プ
ラ
ン
の
実
行

(行
政
改
革
実
施
計
画
9
分
野

ω項
目
1
効

率
的
な
行
政
組
織
と
運
営
に
よ

っ
て
、
行

政
費
用
を
削
減
)

不
規
則
な
生
活
の
見
直
し

(短
期
重
点
の
行
財
政
計
画
か
ら
長
期
的
な

行
財
政
計
画
重
視

へ
の
移
行
)

晴
好
改
善
5
禁
煙
と
塩
分
低
減

(起
債
制
限
比
率
日
%
台
の
維
持
)

お
酒
(
補
助
金
)
の
付
き
合
い

暴
飲
暴
食
(
補
助
事
業
だ
か
ら
と
い
う
必

要
度

・
優
先
度
軽
視
)
で
健
康
(
健
全
行
財

政
)
を
害
す
る
よ
う
な
こ
と
は
避
け
、
本
当

に
必
要
な
も
の

(
必
要
度

・
優
先
度
重
視
)

に
絞
る
こ
と
で
す
。

ま
ず、

将
来
的
な
備
え

0
0
0
 

手
術
で
片
肺

(
平
成
日
年
か
ら
年
間
2
億

円
前
後
の
財
源
)
を
切
除
し
た
た
め
、
運
動

(投
資
的
事
業
)
を
管
理
す
る
事
に
し
ま
し

た
。生

活
習
慣
病
の
悪
化
や
他
の
病
気

(上
富

良
野
経
済
の
停
滞
や
雇
用
減
少
)
を
引
き
起

こ
さ
な
い
た
め
に
は
、
少
し
無
理
を
し
て
で

• 

も
適
度
な
運
動
を
続
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
各
種
の
保

険
(
財
政
調
整
基
金
や
減
債
基
金
な
ど
)
や

貯
蓄
(
保
健
福
祉
施
設
整
備
基
金
や
公
共
施

設
整
備
基
金
な
ど
)
も
考
え
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

町
三
郎
さ
ん
の
生
活
習
慣
病
を
改
善
す
る

に
は
、
家
族
の
住
子
さ
ん
や
民
男
さ
ん

(住

民
)

の
協
力
体
制
も
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

生
活
改
善
の
中
で
、
も

っ
と
も
ウ
エ

イ
ト

の
高
い
食
事

(歳
入
)
面
で
は
、
食
生
活
で

の
改
善
メ
ニ
ュ
ー
(
水
道
料
や
ご
み
処
理
有

料
化
な
ど
の
受
益
者
負
担
の
見
直
し
)
へ
の

協
力
に

つ
い
て
も
家
族
会
議
で
相
談
さ
れ
ま

し
た
。回

に
わ
た

っ
て
町
三
郎
さ
ん
の
健
康
管

a

a

理
に
た
と
え
て
、
町
の
健
康
状
態
を
み

て
き
ま
し
た
。
上
富
良
野
町
の
平
成
叩
年
度

決
算
公
表
「
ま
ち
の
家
計
簿
」
(
本
号
m
p
i

ロ
p
を
参
照
)
と
4
月
号
予
定
の
平
成
ロ
年

度
予
算
、

町
政
執
行
方
針
を
ご
覧
の
際
に、

町
の
現
状
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
読
ん
で
い
た

だ
く
と
、
な
お
興
味
深
い
と
思
い
ま
す
。

長
引
く
不
況
に
よ

っ
て
町
の
財
政
事
情
は

悪
化
を
続
け
て
お
り
、
更
に
大
き
な
国
営
か

ん
ば
い
事
業
費
の
償
還
負
担
を
控
え
て
い
る

た
め
、
町
の
行
財
政
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
が

必
要
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
健
康
回
復
と
維
持
は
、
今
後
ど
れ

だ
け
生
活
の
自
己
管
理
を
し

っ
か
り
で
き
る

か
に
か
か

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

一般財源減少
に伴って減少
する事業の特
定財源減少

投資的事業の財源

国 ・道補助金
や地方債など

特
定
財
源

臨時的費用の内訳(構成比)
I そ

f也

事
業

投資的事業全
体量の減少

町税や地方交
付税など

一
般
財
源
一
在目ん

司
』
『
』
，

国
営
事
車
分

投
資
的
事
業

国営事業分の
減少

将来

歳出の内訳

臨
時
的
費
用

の
・
で

ど
施
で

な
実
量

業

、裁

事
や
の

設
業
策

建
事
政
費

・
的
が
経

木
資
止
る

土
投
中
き

経
常
的
費
用

助
的
な

扶
務
き

.
義
で

費
に
動

債
心
変

公
中
く

.
を
強

費
ど
が
用

件
な
素
費

人
費
要
い

注:説明の図は模式図です。

土木・建設事業は、補助金や地方債(借入)で事業を実施できますが、翌年から償還 (3年は利息返済、4年
目から元利返済)が始まり 、この償還金は経常的費用になるため、相対的に臨時的費用を削減しなければなら

なくなり、将来的に投資的事業を先食いする悪循環をつ くります。

回

将来現在以前将来

。挙第@参舎か~lιcめ

現在以前



都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
シ
リ
ー
ズ
2

『
一
か
ら
は
じ
め
る
計
画
づ
く
り
』

今
ま
で
の

O
O計
画
、

口
口
プ
ラ
ン

と
言
え
ば
、
役
場
の
方
で
極
め
て
完
成

に
近
い
タ
タ
キ
台
を
用
意
し
、
多
少
の

修
正
、
も
し
く
は
無
修
正
で

O
O審
議

会
、
口
口
協
議
会
を
経
て
H

出
来
上
が

り
H

と
い
う
も
の
で
し
た
が
、
最
近
の

計
画
づ
く
り
は
、
住
民
参
加
の
観
点
か

ら
、
少
し
ず
つ
で
す
が
、
そ
の
や
り
方

に
変
化
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定

す
る

「
3
つ
の
会
議」

の
中
で
も
、
役

場
側
か
ら
は
、
街
な
み
に
関
し
て
現
在

抱
え
て
い
る
、
も
し
く
は
感
じ
て
い
る

問
題
点
や
課
題
を
ρ
控
え
め
μ

に
お
示

し
す
る
程
度
に
し
て
い
ま
す

こ
の
プ
ラ
ン
。
つ
く
り
に
お
い
て
は

役
場
は
黒
子
役
に
徹
し

「
3
つ
の
会

議
」
や
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
町
民
の

方
々
か
ら
出
さ
れ
た
、
た
く
さ
ん
の
意

見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
に
つ
な
が
り
が
で
き

る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
を
結
ぶ
H

接
続
詞
μ

を
つ
け
て
い
く
こ
と
が
、
今
回
の
役
場

の
役
目
と
考
え
て
い
ま
す
。

幸
か
不
幸
か
、
今
回
の
都
市
計
画
マ

ス
タ
l
プ
ラ
ン
づ
く
り
に
関
わ

っ
て
し

ま
っ
た
方
々
に
と
っ
て
は

「
一
か
ら
は

じ
め
る
(
は
じ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

計
画
づ
く
り
」

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

。司gA
V
@命
館
』
者
寝
麟
ず
毒
菌
晶
倒

「
シ
リ
ー
ズ
1
」
で
は
、

各
会
議
の

構
成
に
つ
い
て
も
多
少
ふ
れ
ま
し
た
が

今
回
は
も
う
少
し
詳
し
く
、
ど
ん
な
方
々

が
会
議
に
参
加
さ
れ
て
い
る
の
か
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
は
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

• 

【
力
コ
力
U
J

・
封
。
打
。
/
行
副
】
編

回

先
月
号
の
シ
リ
ー
ズ
ー
で
は
、
私
た
ち
の
ま
ち
「
か
み
ふ
ら
の
」
を
検
証

・
再
確
認
す
る
意
味
で
、
集
定
作
業
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
各
会
議
等
で

の
発
言
を
も
と
に
、
ミ
の
ま
ち
の
「
魅
力
や
大
初
に
し
た
い
も
の
」
、
そ
れ
と

は
反
対
に
「
課
題
や
問
題
・
い
た
だ
け
な
い
と
ミ
ろ
」
に
つ
い
て
【
現
状
・

課
題
】
編
と
し
て
掲
載
し
ま
し
た
。

シ
リ
ー
ズ

2
回
目
の
今
月
号
で
は
、
こ
の
ま
ち
の
現
状
を
踏
ま
え
、
街
な

み
の
理
想
的
な
将
来
像
を
描
く
た
め
、
延
べ
二
十
数
回
に
わ
た
っ
て
グ
カ

ン

カ

ン

ガ

ク

ガ

ク
H

と
行
わ
れ
て
き
た
会
議

の
内
容
や
、
一
連
の
行
動
・
取

り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

プ
ラ
ン
策
定
の

「総
元
締
め
」
的
存
在

の
お
名
前
も
紹
介
し
ま
す
。

で
す
の
で
、

さ
ら
に
詳
し
く
構
成
委
員

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
委
員
さ
ん
は

次
の
と
お
り
で
す
。

3英

幹

郎
さ
ん

(委
員
長
)
・
深

本

山
峠
で
喫
茶
庇
を
経
営
。
十
勝
岳
に
魅

せ
ら
れ
て

5
年
前
に
移
住
。

オヒ

)1/ 

澄
さ
ん
(
副
委
員
長
)
・

島
津
地
区
で
農
業
を
営
む
か
た
わ
ら

様
々
な
活
動
に
参
加
。

佐

昭

博
さ
ん
・

J
A
職
員
。

l
 
l
 
j
 

J
A
の
代
表
と
し
て
参
加
。

本

孝

洋
さ
ん
・
警
備
会
社
と

燃
料
応
を
経
営
。
商
工
会
の
代
表
と
し

て
参
加
。

色

紀
美
子
さ
ん
・
よ
さ
こ
い
「
風

林
火
山」

の
仕
掛
人。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

マ
イ
タ
ウ
ン

・か
み
ふ
ら
の
代
表
と

し
て
参
加
。

中

嶋

智
寿
佐
さ
ん
・
子
育
て
ネ
ツ

ト
ワ
l
ク
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
中
。

山

内

敬

子
さ
ん
・
女
性
連
絡
協

議
会
(
交
通
安
全
協
会
婦
人
部
所
属

な
ど
で
活
動
中
。

ヨ司

美
代
子
さ
ん
・
地
域
活
動
や

賀

リ
ハ

ビ
リ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、
様
々
な

分
野
で
活
動
中
。

岡

本

裕
さ
ん

・
ク
リ

|
ニ
ン

康

グ
府
経
営
。
様
々
な
団
体
、

イ
ベ
ン
ト

で
活
動
中
。

宮

崎

守
さ
ん
・
郵
便
局
職
員
。

障
害
者
と
そ
の
親
の
会

寸
つ
ば
さ
会」

の
会
長
と
し
て
活
動
中
。

以
上
が
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
面
々

で
す。次
に
中
心
市
街
地
ニ
ギ
ワ
イ
隊
で
す

が
、
構
成
人
数
日
名
(
男
性
6
名
、
女

• 
性
5
名
)
の
内
、
5
名
は
商
工
会
か
ら

の
推
せ
ん
を
受
け
た
方
で
、
お
菓
子
屋

さ
ん
や
ス
ナ
ッ
ク
の
経
営
な
ど
、
商
売

を
さ
れ
て

い
る
方
が
多
く
、
ま
た
一

般

か
ら
入
隊
い
た
だ
い
た
方
は
、
野
球
少

年
団
活
動
に
命
を
か
け
て
い
る
方
や
、
「
図

書
の
達
人
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
方
な
ど
、

様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々

に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
こ
の

機
会
に
こ
の
ま
ち
を
も
っ
と
知
り
た
い
」

「
ま
ち
の
中
心
が
さ
み
し
い
、
何
と
か

し
た
い
」
な
ど
の
思
い
を
抱
い
て
参
加

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
づ
く
り
モ
リ
ア
ゲ
隊
に

い
た

っ
て
は
、さ
ら
に
い
ろ
い
ろ
な
方
々

に
よ
っ

て
構
成
(
男
性
U
名
、
女
性
8

名
の
計
辺
名
)
さ
れ
て
い
ま
す
。

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

一
生
懸
命
な

方
、
ソ
フ
ト
ミ
ニ

パ
レ
l
に
青
春
川
を



都市マスシリーズ2

どうしようもなくかみふが好き

か
け
て
い
る
庁
、
商
応
の
方
、
お
坊
さ

ん
、
会
社
の
社
長
さ
ん
、
団
体
職
員、

公
務
員
な
ど
、
「
こ
の
ま
ち
を
も
っ
と
も

っ
と
良
く
し
た
い
」
「
素
晴
ら
し
い
放
郷

を
子
ど
も
に
残
し
た
い
」
「
こ
の
機
会
を

キ
ッ
カ
ケ
に
、
地
域
活
動
が
で
き
れ
ば
」

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
を
抱
き
な
が

ら
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
と
て
も
多
く
の
ぶ
々
が

都
市
計
四
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
作

業
に

十

ω桜
関
わ

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
「

3
つ
の
会
議
」

が
中
心
と
な

っ
て

策
定
作
業
が
進
ん
で
い
く
わ
け

で
す
が
、
実
は
こ
れ
ら
「
3
つ
の
会
議
」

が
結
成
さ
れ
る
前
に
、
す
で
に
都
市
川

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
に
む
け
た
わ

動
が
開
始
さ
れ
て
い
た
の
で
す

行
動
第
1
弾

!

『
か
み
ふ
ら
の
再
発
見
!

街
な
み
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
』

買
い
物
、
サ
ー
ク
ル
の
集
ま
り
、
チ

ヨ
ッ
ト
し
た
刑
足
し
も
、
つ
い
つ
い
似

利
な
自
動
車
を
使

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
ん
な
通
り
慣
れ
た
街
な
み

の
中
に
も
、
少
し
時
間
を
か
け
て
歩
い

て
み
る
と
「
思
い
が
け
な
い
発
見
」
や

「
チ
ヨ
ッ
卜
し
た
お
ど
ろ
き
」
が
あ
る

も
の
で
す
。
こ
れ
が
将
来
の
街
な
み
づ

く
り
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
、
平
成
凶
年
9
月
に
『
か
み
ふ

ら
の
再
発
見
!

街
な
み
ウ
ォ
ッ
チ
ン

• 
グ
』
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
第
2
行
動

と
し
て
、
平
成
日
年
6
月
に
も
『
ま
ち

な
か
探
訪
1

ウ
オ

l
ク
・
卜
l
ク
・

ワ
ー
ク
』
を
実
施
し
て
い
ま
す
が

の
こ
と
は
次
回
で
ご
紹
介
す
る
こ
と
に

し
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
ふ
た
つ
の
行
動

は
タ
イ
ト
ル
こ
そ
迷
い
ま
す
が
、
行
動

の
目
的
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
、

①
衡
な

か
を
タ
き
(
ウ
ォ

l
ク
)
②
見
た
こ
と

.
感
じ
た
こ
と
を
話
し
合
い
(
ト
l
ク
)

③
参
加
者
各
々
か
ら
山
さ
れ
た
志
見
や

ア
イ
デ
ィ
ア
を
み
ん
な
で
ま
と
め
て
(ワ

ー
ク
)
、
こ
れ
か
ら
の
術
な
み
づ
く
り
に

活
か
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

ほ
ん
の
少
し
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
判

色
を
持
た
せ
て
わ

っ
て
い
ま
す

平
成
叩
年
9
月
の
『
か
み
ふ
ら
の
再

発
見

街
な
み
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
』
で

は
、
町
内
会
の
回
覧
な
ど
で
広
く

一
般

の
方
に
参
加
を
呼
び
か
け
、

三
十
数
名

の
参
加
の
も
と
、
社
会
教
育
総
合
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
に
行
い
ま
し
た
。
参
加
さ

れ
た
皆
さ
ん
は

3
つ
の
班
に
分
か
れ

各
班
が
思
い
思
い
に
設
定
し
た
ウ
オ
ッ

チ
ン
グ
コ

l
ス
の
ス
タ
ー
ト
地
点
へ
パ

ス
で
移
動
し
、
画
板
、
地
図
、

マ
ジ

ツ

ク
ベ
ン
、
カ
メ
ラ
な
ど
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
ア
イ
テ
ム
を
使
い
な
が
ら
、
約
1
時

間
半
ほ
ど
か
け
て
、
『
街
な
み
ウ
オ
ッ
チ

ン
グ
』
を
行
い
ま
し
た
。

『
街
な
み
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
』
を
通
じ

て
、
あ
ら
た
め
て
気
づ
い
た
こ
と
、
感

じ
た
こ
と
、
発
見
し
た
こ
と
に
つ
い
て

そ
の
内
容
や
場
所
を
白
地
図
に
書
き
込

み
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
各
班
ご
と
に

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
最
終
作

業
と
し
て
、
街
な
み
づ
く
り
の
ア
イ
デ

イ
ア
等
も
地
図
に
書
き
加
え
、
『
ア
イ
デ

イ
ア
マ
ッ
プ
』
を
作
成
し
ま
し
た
。

。
川
柳
鋪
糧
事
動
悲
鳴
砂
場
《
愉
V
T

今
回
の
『
街
な
み
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
』

の
チ
ヨ
ッ
ト
し
た
特
徴
と
し
て
、
街
な

か
を
広
い
て
気
づ
い
た
こ
と
や
、
街
な

み
。
つ
く
り
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
H

川
柳
μ

で
表
現
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
参
加
点

が
詠
ん
だ
川
柳
の
制
川
も

」
の
『
ア

イ
デ
ィ
ア
マ
ッ
プ
』

に
川
付
け
ら
れ

参
加
者
全
員
に
よ
る

「川
柳
寝
食
会
」

も
一
行
い
ま
し
た
。

• そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
参
加
者
が
詠
ん
だ
川
柳
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

解
説

北
栄
公
闘
(
タ
コ
公
闘
)
の
落
書
き
さ
れ
た
タ
コ
が
、
「
公
闘
を
も

っ
と

大
切
に
使
っ
て
!
」
と
作
者
に
訴
え
か
け
て
い
た
と
か
;

解
説

お
昼
の
少
し
前
(
日
附
却
分
)
に
駅
前
を
ウ
オ
ッ
チ
、
周
辺
の
寂
し
さ
を

ス
ト
レ
ー
ト
に
表
現。

解
説

お
金
を
か
け
る
の
も
良
い
が
、

一
軒

一
粁
の
家
の
庭
に
花
が
飾
ら
れ
、
そ

れ
が
つ
な
が
る
こ
と
で
素
晴
ら
し
い
街
な
み
が
で
き
る
。
街
な
み
は
身
近

な
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
る
。

解
説

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
し
っ
か
り
考
え
た
道
路
整
備
が
必
要
だ
。

解
説

普
段
、
自
動
車
で
通
る
道
も
、
実
際
に
歩
い
て
み
る
と
顔
な
じ
み
の
人
に

会
い
、

つ
い
つ
い
立
ち
話
を
し
て
し
ま
う
。
自
動
車
に
乗
っ
て
い
る
と
、

な
か
な
か
こ
う
は
な
ら
な
い
。
車
社
会
は
、
知
ら
な
い
う
ち
に
人
と
人
と

が
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
す
る
機
会
を
も
希
薄
に
し
て
し
ま

っ
た
の
か
。

解
説

駅
周
辺
の

一
部
倉
庫
を
指
す
。
古
い
が
雰
囲
気
が
あ
っ
て
、
文
化
・
教
育

な
ど
の
町
民
交
流
施
設
と
し
て
活
用
の
方
法
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
新

し
く
施
設
を
建
て
る
の
も
い
い
が
、
今
あ
る
も
の
を
再
利
用
・
再
活
用
す

る
こ
と
も
大
切
だ
。

以
上
、

川
柳
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
川
柳
が
持
つ
意

味
を
し
っ
か
り
と
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
に
盛
り
込
ん
で
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

自殺~(7j参事司r.r，.lι⑨回



:"lirrJ 都市マスシリーズ2

どうしようもなくかみふが務き

「
ど
う
し
ょ
う
も
な
く

か
み
ふ
が

好
き
!
」
な
ん
で
す
。

こ
の
言
葉
は
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

最
初
の
会
議
で
「
ま
ち
の
魅
力
」
に
つ

い
て
話
し
合
っ
て
い
た
時
、
あ
る
委
員

さ
ん
か
ら
出
た
言
葉
で
す
。
こ
の
ま
ち

の
良
い
と
こ
ろ
ば
か
り
で
は
な
く
、
悪

い
と
こ
ろ
も
ひ
っ
く
る
め
て
「
ど
う
し

ょ
う
も
な
く
か
み
ふ
が
好
き
!
」
と
の

こ
と
で
し
た
。
こ
の

「ど
う
し
よ
う
も

な
く
」
を
つ
き

つ
め
て
い
く
こ
と
が

ま
ち
ゃ
つ
く
り
・
街
な
み
づ
く
り
の
将
来

像
を
描
く
た
め
に
H

大
切
な
こ
と
H

で

は
な
い
の
か
、
ま
た
そ
こ
に
グ
ヒ
ン
ト
μ

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
こ
の
こ
と
を

今
後
の
話
し
合
い
を
進
め
て
い
く
う
え

で
の

「
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
」

と
す
る

と
に
し
ま
し
た
。

先
月
号
「
シ
リ
ー
ズ
1
」
掲
載
の
「
か

み
ふ
ら
の
こ
こ
が
グ
l
ム
だ
よ
1

こ
こ

が
へ
ン
V
だ
よ
!
」
は
、

ほ
と
ん
ど
が
、

そ
の
内
容
の

「
3
つ
の
会
議
」
の
1

回
目
、

2
回
目
の
会
議
で
参
加
者
か
ら

発
言
の
あ
っ
た
意
見
等
を
整
理
し
て
栽

せ
て
い
ま
す
。
街
な
み
づ
く
り
に
お
い

て
、
今
後
守
っ
た
り
伸
ば
し
て
い
く
べ

き
「
ま
ち
の
魅
力
」
も
ハ
ツ
キ
リ
と
し

て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に

「問

題
点
」
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

次
の
段
階
と
し
て
、
そ
の
問
題
の
根
底

に
あ
る
も
の
は
何
な
の
か
な
ど
、
さ
ら

に
掘
り
下
げ
た
話
し
合
い
を
し
な
が
ら
、

将
来
像
を
描
い
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

」
こ
で
は
、
策
定
作
業
が
中
盤
に
さ
し
か

か
っ
た
あ
た
り
の
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で

出
さ
れ
た
意
見
等
を
掲
載
し
ま
す
。

A
V
鹸

Y
ト
区
ず
6
p
t

品
管
@
由
時
御
棒
司
困
惑
ゆ
弱
露
』

地
元
で
生
ま
れ
た
人
に
と

っ
て
は
、

こ
の
素
晴
ら
し
い
ま
ち
の
資
源
を
あ

っ

て
当
然
と
思

っ
て
い
な
い
か
、
こ
の
白

然
(
特
に
十
勝
岳
)
は
宝
物

そ
れ
を

一内
陣
認
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
共
存
し、

後
世
に
残
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
十
勝
岳
を
常
に
意
識
し
た
ま
ち
づ

く
り
・
街
な
み
づ
く
り
が
大
切
だ
。

。
掛
掛
勝
島
知
島
静
電
伊
藤
酔

墨
級
品
勝
争
ゆ
実
励
物
質
調

こ
の
ま
ち
に
は
、
画
家
の
ア
ト
リ
エ

や
写
真
館
な
ど
、
文
化
資
源
が
斑
寓
な

の
に
町
民
自
体
が
あ
ま
り
知
ら
な
い
。

文
化
意
識
を
高
め
る
た
め
に
も
、
町
民

が
地
元
の
文
化
に
ふ
れ
る
機
会
や
文
化

人
と
の
交
流
、
そ
し
て
そ
れ
を
支
え
る

人
づ
く
り
が
必
要
だ
。
ま
た
、
町
外
に

も
っ
と
も
っ
と
上
富
良
野
の
文
化
情
報

を
発
信
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。
そ
う
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
多
く
の
人
々
が
こ
の

ま
ち
を
訪
れ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

• 
。
も
て
骨
惜
し
@
晶
勝
争
議
〈
靭

夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
、
雄
大
な
自
然

景
観
や
ラ
ベ
ン
ダ
ー
を
見
に
、
多
く
の

方
が
こ
の
ま
ち
を
訪
れ
る
が
、
せ

っ
か

く
訪
れ
て
く
れ
た
人
々
に
思
い
が
け
な

い
苦
労
を
か
け
て
い
な
い
か
。

日
の
出

公
闘
で
は
キ
ツ
イ
笠
り
坂
、
駐
車
場
が

有
料
な
ど
。
何
ら
か
の
瑚
由
は
あ
る
に

し
て
も
、
お
客
さ
ん
に
と

っ
て
は
理
由

に
な
ら
な
い
。
ま
た
、
公
闘
内
に
ゆ

っ

た
り
と
休
め
る
ス
ペ

ー
ス
や
、

売
庇
各

厄
に
も
休
憩
場
所
が
あ

っ
て
も
良
い
の

で
は
。
ま
ち
へ
の
進
入
口
や
幹
線
道

路、

日
の
出
公
園
に
つ
な
が
る
道
路
に

花
を
植
え
た
り
す
る
こ
と
も
、
「
も
て
な

し
」
の
気
持
を
表
す
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。
旅
人
に
と

っ
て
上
富
良
野

は
見
知
ら
ぬ
土
地
で
あ
る
。
ま
た
、
転

勤
な
ど
で
こ
の
ま
ち
に
転
入
し
て
き
た

人
の
た
め
に
も
、
わ
か
り
や
す
く
、
見

る
人
に
優
し
い
サ
イ
ン
(
道
路
標
識
・

看
板
な
ど
)
が
必
要
だ
。
深
山
峠
な
ど

に
は
看
板
が
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
本
当

に
必
要
な
情
報
源
と
し
て
役
立
っ
て
い

る
の
か
、
こ
の
ま
ち
の
特
性
を
活
か
し
、

景
観
に
配
慮
し
た
統

一
感
の
あ
る
サ
イ

ン
が
望
ま
し
い
。

。
商
館
調
制
御
業
構
働
健
制
制
。
宅
管

今
の
商
庖
街
は
、

ま
ち
の
情
報
発
信

た
ま
り
場
で
は
な
く
な
っ
た
。

の
場
、

お
客
さ
ん
と
の
や
り
取
り
(
無
駄
話
)

の
中
か
ら
情
報
を
得
た
り
、
発
信
し
て

い
た
り
し
た
。
こ
れ
ら
は
大
型
庖
に
は

ま
ね
の
で
き
な
い
、
商
庖
街
特
有
の
文

化
と
言
え
た
の
で
は
な
い
か
。

「
生
産
的

な
無
駄
の
文
化
」
を
大
切
に
し
た
い
。

商
庖
街
の
活
性
化
は
、
行
政
任
せ
で
は

ダ
メ
。
商
業
者
自
ら
盛
り
上
が
ら
な
け

れ
ば
。
た
だ
そ
の
キ
ッ
カ
ケ
が
つ
か

み
に
く
い
の
も
事
実
。
商
売
は
エ
ン
タ

テ
イ
メ
ン
ト

つ
ま
り
イ
ベ
ン
ト
だ
。

ま
ず
は
人
集
め
が
必
要
だ
。

A
V
晶
勝
争
ゆ
申
砂
。
ぜ
同
仰
肌
御
菅

ま
ち
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、

J
R

線
西
側
の
道
路
沿
い
に
形
成
さ
れ
て
い

る
前
厄
街

一
併
が
ま
ち
の
中
心
と
思
い

た
い
が
、

実
際
は
東
側
市
街
地
に
移

つ

て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
よ
く

「東
側

市
街
地
と
凹
側
市
街
地
の
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
開
発
が
必
要
だ
」
と
言
う
が
、

あ
え
て
東
と
固
に
区
別
す
る
意
味
が
あ

る
の
か
。

若
い
世
代
は
気
に
し
て
い
な

い
。
ま
ち
の
玄
関
で
あ
る
駅
、
商
応
街

や
繁
華
街
の
形
成
状
況
を
考
え
る
と
、

や
は
り
そ
の

一
帯
が
中
心
で
は
な
い
か
。

回

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ま
ち
の
中
心
と
駅

は
ま
ち
の
顔
。
化
粧
を
す
る
こ
と
が
必

要
だ
。

A
V費
品

世

日

V

露
盤
弱
者

繍
脚
ゆ
砂
嫁
@
蕗
ゆ
伊
伊

人
が
ま
ち
に
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

は
、
医
療
と
教
育
の
充
実
が
必
要
だ
。

こ
の
ま
ち
の
医
療
環
境
を
考
え
る
と
、

高
齢
に
な

っ
て
も
住
み
続
け
た
い
と
思

う
か
考
え
て
し
ま
う
。
医
療
が
充
実
し

て
い
れ
ば
、
町
の
病
院
の
赤
字
を
少
し

く
ら
い
は
税
金
で
負
担
し
て
も
良
い
と

思
う
。
教
育
は
人
。
つ
く
り
、
学
校
は
人

づ
く
り
の
場
だ
。

子
ど
も
た
ち
自
身
が

誇
り
に
思
え
る
よ
う
な
学
校
P

つ
く
り
が

必
要。

そ
れ
が
ま
ち
へ
の
誇
り
に
も
つ

な
が
る
。
上
富
良
野
高
校
も
「
北
海
道

の
も
の
」
と
考
え
ず
に
「
町
民
の
も
の
」

と
い
う
意
識
を
も
っ
て
関
わ
っ
て
い
く

べ
き
だ
。

(
担
当

シ
リ
ー
ズ

2
で
は
、
各
会
議
で
の
内
容
や
関
連
す
る
取
り
組
み
・
行

動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
次
号
(
最
終
回
)
で
は
、
今
月
号
の
続

き
を
若
干
と
出
来
上
が
り
つ
つ
あ
る
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
概

要
な
ど
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
記
事
へ
の
お
問
い
合
せ
は

商
工
観
光
ま
ち
づ
く
り
課

密
⑮
6
9
8
3

街
並
み
推
進
係

• 

辻
)
ま
で



下水道料金を考える魯

地方債償還金と一般会計繰入金の状況

現在、上富良野浄化センターでは、平成12年度完成予定の汚泥施設を建設中で、平成13年度からは、水処理施

設 (3池田)の建設を予定しております。

また、平成12年度から泉町 ・扇町地区の管渠整備も着工することから、整備資金の財源として地方債(借金)

の元金、利息が増加し、そのため一般会計からの繰入金も増加していく状況にあります。

次のグラフは、地方債償還金と一般会計の推移について表したものです。

地方債の返還金については建設計画に基づき、また、 一般会計繰入金については、現行の料金(基本料金880円/

8nf、超過料金1l0/nf)での予測に基づいた試算です。

もし、投下資本費の回収までも料金で賄うとすれば、高額な料金 (408円/ぱ)を必要としますが、一度に回収

することは不可能であるため、段階的かつ計画的な料金改定が必要と考えます。

一般会計繰入金と地方債償還金の推移
一般会計繰入金 下水道事業は、町の一般会計とは別に特別会計で事業を営んでおり、

収支の不足分について一般会計から繰入れるお金を言います。

地方債償還金 下水道施設建設に伴い、財源を補うために借入れする地方債(借金)

の元金、利息、を言います。

4億円卜 仁二コ一般会計繰入金

'M.地方債償還金
J剥働

1世3，134万円 1由3，511万円

3億円
1量9，553万円

1量4，994万円

1自2，325万円

元金
元金

8，953万円
1曲0，322万円

1量1，901万円

利息
利息

利息

l憶3，312万円
1量3，349万円

1憶3，212万円

1世1，610万円

2億円↓ iL1曜日間円
元金
6，お1万円

利息
1量3，217万円

1億円

• 
1量4，985万円

元金
1直3，附万円
利息
1直3，231万円 • 

平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度

|建設計画Ir 汚泥施設建設

| 汚

水処理施設建設

管渠 工 事71< 〉亡コ

下水道料金の改定に向けて、現在、維持管理費(浄化センターの運転管理費等)や資本費(償還金元金・利息)、更には一

般会計からの繰入金の状況、類似(人口規模)市町村の使用料の比較、上・下水道料金の段階的な改定などについて、議会

で審議をしています。平成12年度の早い時期に改定を検討しておりますので、皆様のご理解、ご協力をお願いします。

団 自殺@鈴句，.".1ιcめ



国庫支出金の中には、各事業に対し補助金
が交付されています。項目別補助金は次のとおりにな
っています。

民生費 e ・ 0・0 ・ ・ 5，647万円
高齢者介護体制整備支緩事業、特別養護老人ホーム

施設整備など

衛生費 ・ ・・ 2億2，292万円
一般廃棄物処理施設、中の沢水道施設など

土木費 ••••••••••••• ー ..9億5，493万円
道路強化整備、河川改修 . (6ilti2，510万円)
日の出公園新設など ・ (2億1.535万円)
公営住宅建設など ...•.• (1倍、1.448万円)

教育費 教育用コンビューター整備など。 5，083万円
商工費 ー ー 地域振興券ー .........7，886万円

また、この補助金の中には、上富良野町の特徴的な
ものとして、陸上自衛隊の駐屯地や演習場があるこ
とにより交付される補助金などがあり、町は次の整
備事業を進め、合計7億3，202万円が交付されました。

防衛施設周辺障害防止事業 4億4，423万円
ヌッカクシフラノ川砂防、河川改修、排水路改修など

防衛施設周辺道路改修事業 ・ 0・ ー l億589万円

防衛施設周辺民生安定施設整備事業 。 日 7，227万円
演習場周辺農業用施設設置助成

特定防衛施設周辺整備調整交付金事業 9，281万円
北24号交差点緑地設備、教育用コンビューターなど

防衛施設周辺防音事業・防音関連維持費 1，682万円
学校改築、防音機能復旧、 学校、 保育所維持費

財産収入
2，417万円
0.2% 

使用料及び手数料
8，835万円

地方議与税 0.8% 
1億4，447万円
1.4% 

道支出金
4{:意5，240万円
4.2% 

諸収入
5億1，565万円
4.8% 

会計|

• 

町税内訳
科 目 収入済額 前年比 権成比

個人町民税 3億9，378万円 ム 6，387万円 41.3% 

固定資産税 3億7，346万円 2，725万円 39.1% 

たばこ税 9，977万円 232万円 10.5% 

法人町民税 5，870万円 ム 720万円 6.1% 

入 湯 税 1，211万円 6万円 1.3% 

軽自動車税 1，077万円 30万円 1.1% 

特別土地保有税 577万円 ム 127万円 0.6% 

合 言十 9億5，436万円 ム 4，241万円 100.0% 

一 ー

合
計
は
、
前
年
比
5
%
弱
が
減

歳
入
少
し
て
い
ま
す
。

一
般
財
源
で
は
、
長
引
く
景
気
の
低

迷
や
、
政
府
の
景
気
対
策
に
よ
る
減
税

で
地
方
税
収
が
4
%
減
少
し
、
ま
た
、

貸
付
金
利
子
収
入
も
運
用
低
迷
で
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
地
方
交
付
税
や
地
方

消
費
税
交
付
金
の
延
び
で
相
殺
さ
れ
、

わ
ず
か
に
2
%
ほ
ど
延
び
て
い
ま
す
。

支
出
金
で
は
、
国
庫
支
出
金
は

一
般

廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
事
業
や
中
の
沢

水
道
施
設
整
備
事
業
な
ど
に
伴
っ
て
前

年
比
お
%
の
延
び
で
す
が
、
道
支
出
金

で
は
前
年
度
で
農
業
費
の
地
域
調
整
推

進
事
業
、
土
木
費
の
コ
ル
コ
ニ
ウ
シ
ユ

ベ
ツ
川
改
修
事
業
が
完
了
し
た
こ
と
な

ど
に
よ
っ
て
、
前
%
の
大
幅
減
少
に
な

っ
て
い
ま
す
。• 

用
語
解
説

回

-
地
方
交
付
税

国
が
国
税
の
う
ち
、
所
得

税
、
法
人
税
、
酒
税
、
消
費

税
、
た
ば
こ
税
の

5
税
の

一

定
率
を
地
方
公
共
団
体
の
財

政
規
模
等
に
合
わ
せ
て
配
分

す
る
も
の
で
、
使
い
道
を
指

定
せ
ず
に
交
付
し
て
い
る
お

金
で
す
。

-
国
庫
支
出
金

国
が
地
方
公
共
団
体
に
使

い
道
を
指
定
し
て
交
付
す
る

お
金
で
、

一
般
に
補
助
金
と

い
わ
れ
る
お
金
で
す
。

-
町
債
町
が
道
路
や
建
物
を
作
る

た
め
に
国
や
銀
行
等
か
ら
借

り
る
お
金
で
す
。
(
概
要
に
つ

い
て
は
、
ロ
頁
参
照
)

-
町
税
町
が
課
す
租
税
の
総
称
で

す
。
普
通
税
と
目
的
税
か
ら

な
り
、
普
通
税
に
は
町
民
税
、

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

た
ば
こ
税
、
特
別
土
地
保
有

税
な
ど
が
あ
り
、
目
的
税
に

は
入
湯
税
が
あ
り
ま
す
。

-
そ
の
他
の
交
付
金
等

固
有
提
供
施
設
等
助
成
交

付
金
、
自
動
車
取
得
税
交
付

金
、
地
方
消
費
税
、
特
別
地

方
消
費
税
交
付
金
、
交
通
安

全
対
策
特
別
交
付
金
、
分
担

金
及
、
ひ
負
担
金
、
繰
越
金
、



• 

労働費

88万円
0.0% 

E
円

山
山
市

税

支
詑

0

!

'
 

=
言
問
?
』

議会費
8，371万円

災害復旧費 0.8% 
1億，364万円
1.0% 商工費
2億6，359万円
2.5% 消防費

2i意8，895万円
2.7% 教育費

4億6，607万円
4.4% 

-社会福祉費

・特別養護老人ホームショートステイ専用室増築

.特別養護老人ホーム浴室改修

.介護保険事務電算処理システム整備

・在宅介護支援センター施設整備

・保健衛生費
・一般廃棄物処理施設整備(クリーンセンター)9億7，092万円
・中央共同墓地整備 3，149万円

・中の沢水道施設整備 6，477万円

・農業費

-農業生産体制強化推進対策事業補助

.演習場周辺農業用施設設置助成

・耕地費
-緊急総合整備、開発整備事業など

・道路橋梁費

-道路舗装、凍結防止、町道維持補修等

・河川費
・ヌッカクシフラノ川砂防、河川改修等

・都市計画費

-日の出公園新設

・福祉センター前通り特殊改良

.駅前駐輪場用地取得ほか

-富良野川桜つづみモデ、ノレ事業

・旭日道路改良、舗装

・住宅費

・公営住宅建設

・中学校費

-教育用コンヒ。ューター整備、校舎整備 5，225万円

・災害復旧費

-単独災害復旧費

・補助災害復旧費

2億0，850万円

4，674万円

1，939万円

4，820万円

9，450万円

2億 3，325万円

3億4，555万円

7億5，943万円

4億2，639万円

平成10年度の主な事業

1億0，494万円

2，536万円
2，901万円

658万円

4，172万円
7，227万円

6，465万円

3，921万円

• 地
方
債
に
つ
い
て
は
、
一
般
廃
棄
物

処
理
施
設
(
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
)
建

設
事
業
が
主
な
要
因
で
、
前
年
比
m
m
%

の
増
加
で
す
。

合
計
で
も
、
歳
入
に
対
応
し
て
前

歳
出
年
比
で
5
%
減
少
し
て
い
ま
す
。

目
的
別
に
見
る
と
、
衛
生
費
は

一
般

廃
棄
物
処
理
施
設
、
中
の
沢
水
道
施
設
、

中
央
共
同
墓
地
整
備
の
た
め
、
大
幅
な

前
年
比
部
%
の
増
、

一
方
農
林
水
産
業

費
で
は
、
前
年
度
比
較
で
地
域
調
整
推

進
事
業
、
ふ
る
さ
と
農
道
整
備
事
業
、

畜
産
環
境
整
備
特
別
対
策
事
業
の
各
事

業
費
が
減
り
、
前
年
比
必
%
の
減
少
で

す
。
公
債
費
は
、
平
成

9
年
度
に
繰
上

償
還
を
行
っ
た
た
め
、
前
年
比
四
%
も

減
少
し
て
い
ま
す
。

特別会計決算 一般会計のほかに4つの特別会計があります

会計名 歳 入 歳 出 差ヲ|額

国民健康保険 10億3，467万円 9億2，817万円 1億0，650万円

老人保健 12億1，414万円 12億1，399万円 15万円

簡易水道事業 6，786万円 6，700万円 86万円

公共下水道事業 5億9，457万円 5億6，839万円 2，618万円

d仁b司h 計 29億1，124万円 27億7，755万円 1億3，369万円

企業会計決算 病院会計と水道事業会計の2つの会計があります

会計名 収 入 支 出 差引額

病院事業
収益的 9億3，951万円 10億3，274万円 ム9，323万円

資本的 4，552万円 4，552万円 0円

水道事業
収益的 1億7，031万円 1億6，514万円 517万円

資本的 1億5，854万円 2億1，200万円 ム5，346万円

合計
収益的 11億0，982万円 11億9，788万円 ム8，809万円

資本的 2億0，406万円 2億5，752万円 ム5，346万円

利
子
割
交
付
金
、
寄
付
金
に

よ
る
収
入
が
あ
り
ま
す
。

-
繰
入
金

特
別
会
計
か
ら
の
繰
入
金
、

基
金
繰
入
金
な
ど
が
あ
り
ま

す。-
諸
収
入

収
入
の
性
質
に
よ
り
い
ず

れ
の
収
入
科
目
に
も
組
み
入

れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
収
入

を
諸
収
入
で
務
理
し
て
い
ま

す
。
町
の
預
金
利
子
、
貸
付

元
利
返
還
金
な
ど
が
あ
り
ま

す。-
道
支
出
金

国
庫
支
出
金
と
同
じ
性
格

の
も
の
で
、
北
海
道
が
交
付

し
て
い
ま
す
。

-
地
方
議
与
税

国
税
と
し
て
徴
収
さ
れ
、

ニ
足
率
を
地
方
公
共
団
体
に

交
村
さ
れ
ま
す。

自
動
車
重

量
譲
与
税
、

地
方
道
路
譲
与

税
が
あ
り
ま
す
。

-
使
用
料
及
び
手
数
料

町
の
公
共
施
設
利
用
に
か

か
る
収
入
で
墓
地
や
公
営
住

宅
等
の
使
用
料
な
ど
、
戸
籍

や
印
鑑
証
明
等
発
行
時
に
か

か
る
収
入
を
手
数
料
収
入
と

い
い
ま
す
。

-
財
産
収
入

町
が
有
し
て
い
る
財
産
を

貸
付
け
た
り
、
売
払
い
し
て

生
じ
る
収
入
で
す
。

自暴走~Ø)対句r~lι@回



町民=。λ⑫危@区俵給動危お話盗
土木費

169，299円

衛生費

137，770円

給与費

118，461円

公債費

89，604円

町
の

σqd
p
 

百
道

整

費

h
「ィ
J
'
l
f
に

ふ
招
待
選
時

m

T
h平
1
祉

民

1

福

農林業費

56，422円

ん吋'μ
に
で
興振の業

自
震

保健活動や清
掃に

費

務円

・
R
制
鋲
に

事

務

m

・
H
Q

奪
倣

3

4
7ム
1

-

町一又

P
『

u

，，、
h

，F』

血
山

総

正
昭
、

一
に

教育費

35，529円

鳳
学校教育や社
会教育の充実

職員の給与に

消防費

22，027円

借金の返済に

商工費

20，094円

災害復旧費

7，900円

メ布告ヘ

覇ぢ
復旧工事

その他

8，222円

消防防災に
議会費・労働
費・諸支出金

• 。預金

171，088円

22億4，433万円軍翠E璽産宣，

。借金

1，067，026円

宅地、山林、公園等

役場庁舎、学校、公営住宅等

公用車、除雪車等

3.224.313.26m' 

95.023.90凶

72台

150万円

3.293万円

E~ 
土

建

車両

有価証券

出資による権利

地

物

4憶9.802万円

7.391万円

5億9，280万円

3億4.950万円

1.806万円

1億0.000万円

1.917万円

551万円

1億8.500万円

1億2，233万円

1億0，915万円

1億7，088万円

額金

(財政調整)

(公共用土地取得)

(公共施設整備経費)

(町債償還確保)

(農業振興経費)

(野菜価格安定対策経費)

(十勝岳地区開発)

(発明、発見等の奨励事業)

(地域福祉の推進経費)

(使い道)

財政調整基金

土地開発基金

公共施設整備基金

滅債基金

農業振興基金

野菜価格安定基金

十勝岳地区開発事業基金

科学技術奨励賞基金

地域福祉基金

圏内外交流促進基金

国民健康保険財政調整基金

北海道備荒資金組合基金

基金の種類

町
債
の
概
要

町
債
と
は
、
町
の
長
期
の
借
入
金
の
こ
と
で
す
。

道
路
や
学
校
、
下
水
道
の
建
設
な
ど
に
は

一
時
的
に
多
額
の

資
金
が
必
要
で
す
。
こ
の
資
金
を
す
べ
て
そ
の
年
の
税
金
で
賄

お
う
と
す
る
と
、
ほ
か
の
事
業
の
実
施
に
支
障
を
き
た
し
、
ま

ち
づ
く
り
は
進
み
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
資
金
を
借
入
れ、

あ
と
の

年
に
少
し
ず
つ
返
済

し
て
い
く
こ
と
で
、

年
代
問
の
バ
ラ
ン
ス

を
保
ち
世
代
聞
の
負

担
の
公
平
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
平

成
凶
年
度
末
の
町
債

残
高
(
未
償
還
金
)

は
、
合
計

1
3
9
億

9
、
7
2
5
万
円
と

• な
り
ま
す
。

一般会計未償還額 9億8，147万円の内訳

土木費..林業費(主に町道・農道など)
35億446万円(37.3%)

その他(十勝岳噴火火山対策、災害復旧、公有林整備など)
2億111万円(2.1%)

町債会計別未償還額内訳
(平成10年度末)

区 分 残 高

般 dzh z 計 93億8.147万円

特別 簡易水道事業 3億4.484万円
会計 公共下水道事業 28億7.858万円

企業 病院事業 3億6.919万円
会計 水道事業 10億2.317万円

ぷロb、 言十 139億9.725万円

民生費(特別養護老人ホーム
ケアハウλディサービスほか)
6i!5，401万円(7.0%)

衛生費(ヲリーンセンタ一、最終処分場)
15億2，764万円(16.3%)

教育費(主に小中学校建設、社会教育総合施設など)
10億66万円(10.7%)

回



。山原草限海庖~~~
-人件費の状況(平成10年度一般会計決算)

歳出総額 (A) 人件費 (8)

16億3，457万円

人件費 (B/A)I前年度の人件費率
105億2，977万円 15.5% 14.7% 

※人件費には特別職も含む

-職員給与費の状況(平成11年度一般会計予算)

給 与 費

給 料 | 職員手当 |期末・勤勉手当| 計 (B)
1人当たり
(B/A) 

7億4，733万円 [1億7，366万円[3億4，193万円 [12億6，292万円 675万円

※12月補正後の額です

-平均給料月額の状;~ (平成11年12月1日現在) ・職員の初任給の状況(平成11年12月1日現在)

-期末・勤勉手当の状況(平成11年12月1日現在)

区分 期末 勤勉 計

6月期 1.90 0.30 2.20 
(4級以上)

12月期 1.95 0.30 2.25 により加算

3月期 0.50 0.50 
措置があり
ます。

計 4.35 0.60 4.95 

-退職手当の状況
退職手当は、退職時の給料月額に退職事由別勤続年数別に定められた次
の表の支給率を乗じて、北海道市町村職員退職手当組合から支給されます。

区 分 | 勤続20年 | 勤続25年 | 勤続35年 |最高限度額

自己都合 21月分 I 33.75月分
定年・観奨 I28.875月分 I44.55月分

47.5月分

62.7月分

60月分

62.7月分

-一般行政職の級別職員数の状況(平成11年12月1日現在)

区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 言十 | 

標準的な 主事補 主事 主事 係長 困難係長 課長補佐 課長
困難課長

職務内容 技師補 技師 技師 主任 困難主任 特困難係長 蹴課長融

職員数 10人 14人 14人 12人 8人 40人 15人 14人 127人

構成比 7.9% 11.0% 11.0% 9.5% 6.3% 31.5% 11.8% 11.0% 100% 

-特別職の給料・報酬の状況(平成11年12月1日) -特別職の期末手当の状況

区分 給料月額 区分 報酬区分 区分 期末手当

町 長 820，000円 議 長 280，000円 6月分 2.2ヵ月分
一律15%の

助 役 661，000円 副議長 211，000円 12月分 2.25ヵ月分 加算措置が

収入役 589，000円 常任委員長 189，000円 3月分 0.5ヵ月分
あります。

教育長 589，000円議 員 175，000円 E十 4.95ヵ月分
E ム

国 e暴挙@参事司r~lι⑨

給 与
町職員の給与は、基本的給与とし

ての給料と扶養手当などの諸手当か

らなっています。

町職員の給与は、民間の給与の実

態調査に基づく国の人事院勧告に準

じ、町議会の審議を経て条例や規則

で定められています。

なお、上富良野町の給与水準は、

国家公務員を100としてみた場合、平

成10年4月1日現在、102.6となって

います。

職 貝 数
町職員の数は、平成11年4月1日

現在、 249人となっています。

なお、町職員の定数は、条例で上

限が定められており、 その総数は、

266人となっています。

|部門別職員数の状況|

(各年4月1臼現在)

区 Bリ
平成9年度 平成10年度 平成u年度
織員 職員 臓員

一般行政部門 162人 159人 158人

特別行政部門(教育) 27人 26人 25人

公営企業等会計部門
68人 67人 66人

(病院・水道等)

計 257人 252人 249人

※1職員数は一般職に属する職員数であり、

地方公務員の身分を保有する休職者、 派

逃者を合み、臨時または、非常勤職員を

除いています。

※2 r職員給与の状況」の職員数との差は、
会計部門等の分け方の違いによるもので

す。

|職員数の適正化|

平成9年度から13年度までの5ヵ

年聞において、職員数の約5%を削

減することを目標と しています。

介護保険制度の導入、地方分権の

推進など、住民ニーズの高度化、社

会変化の多様化に伴う新たな行政需

要も増加しておりますが、これらに

弾力的かっ的確に対応していくため、

一層適正な定員管理に努めます。

このページについてのお問い合わ

せなどは、総務課職員係2⑮6400

• 

• 



-経験の繰り返し

自我の形成と反抗

-運動能力が増す ・知能が発達する

--------------ー-----‘行動?が増す 予測する;とができる

興味が広がる 「 のつもりJがはっきりする

-身体が発育する

強情・反抗

-
歳
6
カ
月
児
健
康
診
査
で
こ
ん

な
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
家
の
中
だ
け
で
な
く
、
買
物

な
ど
の
時
に
こ
の
よ
う
な
場
面
に

な
る
と
お
母
さ
ん
も
戸
惑
っ
て
し

ま
う
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

子
ど
も
は
成
長
し
て
い
く
と
、

自
分

一
人
で
で
き
る
こ
と
を
喜
び
、

何
で
も

一
人
で
や
ろ
う
と
し
ま
す
。

自
分
な
り
に
予
測

(
こ
う
な
る
は

ず
)
と
意
図

(
で
き
る
つ
も
り
)

を
も
っ
て
行
動
し
ま
す
が
、
思
う

よ
う
に
い
か
な
か
っ
た
り
、
大
人

が
そ
の
行
動
を
手
助
け
し
た
り
、

禁
止
や
指
示
を
す
る
と
か
ん
し
ゃ

く
を
起
こ
し
た
り
駄
々
を
こ
ね
る

の
で
す
。

自立性

• 
生後3か月位
の赤ちゃん

2~3 歳児

育ち 〉の〈自我
人に言われたことを考えて、 がまんしたり、表現する等

基本的な繍践は4才ま吋ぼ完成します。

〈自我の育ちを支えるために ラ

4~5 歳児

。
f今日は11わないって
決めた日だからダメよJ

2歳児は自我が芽生える

すばらしい時期です。

ただ、社会生活を送るに

は、そのまま放って

おくとどうなる

かな?

自分でがまんしたり、考えたりす

るようになる。

5~6 歳児• 
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る

「
反
抗
期
」

で
1
歳
半
か
ら
3

歳
頃
に
み
ら
れ
る
現
象
で
す
。
こ
れ
は
子
ど
も
の
自

己
主
張
で
あ
っ
て
順
調
に
自
我
が
育
っ
て
き
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
誰
も
が
通
る
成
長
の
道
す

じ
な
の
で
す
。

子
ど
も
は
自
己
主
張

(
・
:
し
た
い
)
と
生
活
場
面

(
実
際
は
で
き
な
い
)
の
ぶ
つ
か
り
合
い
の
中
で
感

情
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
力
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
体
験
を
繰
り
返
し
て
H

自
我
が
を
育
て

て
少
し
ず
つ
大
人
に
近
づ
い
て
い
き
ま
す
。

自
己
主
張
が
通
ら
な
い
と
き
に
素
直
に
な
り
に
く

い
の
は
、
大
人
も
同
じ
で
す
よ
ね
。
感
情
を
整
理
し

て
我
慢
す
る
に
は
時
間
が
か
か
る
も
の
で
す
。

そ
れ
で
は
、
子
ど
も
の
自
我
を

育
て
る
の
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。

。
「今日は約車だから
我慢するか」ほかにもお友達をつきとばした時など

社会生活支、困ることはlつ 1つ教えて、

本来のルートをつくりましょう。

ま
ず
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
で

決
め
た
、
家
の
ル
ー
ル
に
沿
っ
て
同

じ
態
度
で
接
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
例
え
ば
、
図
の

「お
菓
子
を
買

う
」
で
は
、
買
う
日
を
決
め
て
そ
れ

以
外
は
一
貫
し
て
買
わ
な
い
と
い

う
約
束
事
を
作
っ
て
お
き
ま
す
。

そ
し
て
、
子
ど
も
が
我
慢
で
き

た
ら
う
ん
と
ほ
め
て
あ
げ
ま
す
。

子
ど
も
に
根
負
け
し
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

子
ど
も
の
自
我
を
育
て
る
た
め
に

少
し
ず
つ
や
っ
て
い
け
た
ら
い
い

で
す
ね
。

回

-泣くことで快・不快を表現する。

↓ 
・かんしゃくを起こす。

(原因)遊び道具の争い。排池や着

衣を嫌がる。興味のある活動の中

止。要求をはばまれる。

t 
・かんしゃくの時間は少し短くなる

(すねる・考え込む・すすり泣く)

(原因)進行中の活動中止。他人か

らの批判。他児との不愉快な比較。

お説教。
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西尾郁実引ぷ4歳〉恋肘ん日高)
淳さん・明美さんの子(旭町2丁目〉

最近お手伝いをしてくれるように

なったお姉ちゃんと、そんなお姉ちゃ

んの真似ばかりしたがる妹です。い

つも2人でニコニコ笑って楽レそう
に遊んでいます。

母子関係

会 揚社会教育総合センター

受付時間個別案内

EEヨヨ 佐さ
行
さん 藤ち. 雪2(典
泉子 乃の
町 支 ち

1の
や

丁子
ん

目 (1歳
、】〆 J 10か月)

いつも家の中を元気よく走りまわっ

ています。音楽が流れてくると、踊

り出すし、じっとしている時があり

ません。元気で優しい子になってほ

しいです。

砂4ヵ月児健康診査

3月22日(水) 平成11年11月生まれの子

4月25日(火) 平成11年12月生まれの子
砂7力月児乳児相談

3月22日比) 平成11年8月生まれの子
4月25日(火) 平成11年9月生まれの子

砂10力月児乳児相談

3月22日(水) 平成11年5月生まれの子

4月25日(刈平成11年6月生まれの子
砂1歳6力月児健康診査

3月22日附平成10年9月生まれの子

4月25日(火) 平成10年10月生まれの子
砂3歳児健康診査

4月18日(刈 平成9年2月~3月生まれの子

老人保健関係

砂リハビリ教室

主に脳卒中後遺症の方を対象に、体操など

体を動かしたり再発予防を行っています。

時 3月28日以)、 4月13日休)日

9時30分'"'-'11時30分
会 場社会教育総合セン匁一

成人一般関係 '';':~l.， 

砂減塩クッキング教室 . 司、ι
塩分を控えた食事内犠」乱ます。

日 時 3月16日休)、4月12日蜘

心

E

10時'"'-'13時
揚公民館

叫日現叱匂年事F

菜、
f

，vr't刈
判
鴇
待

こだまけんだ こうき

児玉健太忽(4歳〉幸樹匁(1歳)
健さん・美幸さんの子(旭町2丁目〉

ウルトラマンこ、っこに怪獣こ、っこ、

いつもにぎやかに遊んでいます。い

たす、らしたがる弟にそれをがまんす

る兄。いいコンビです。優しい気持

ちを忘れずに強く育ってほしいです。

がん横診関係

砂子宮・乳がん同時検診

日 日寺 3月17日(金)

日奇 閏 了時10分出発 13時頃帰町

ヌヨ 象 30歳以上

検診料子宮がん検診 1，500円

• 
-<::ト
Z三

乳がん横診 1 ，000円
揚旭川がん横診センター (役場正

面玄関前から送迎パスがでます。〉

※70歳以上(昭和5年4月 1日以前生まれ)の

方は無料です。

お知 らせ

いつでも、 『健康づくりセミナー』を行ってい

ます。住民会や婦人会、さまざまなサークルや

お友達など5人以上集まれば、健康についての

相談や学習に保健婦 ・栄養士がお旬いします。

ご希望のテーマで行いますので、気軽に活用

ください。

く例えIcf・->

*体脂肪どうしてついたの?減らせるの?

*我が家の昧けけちょうどいい?

*糖分・脂肪どれくらい摂ればいし，?
....， 

事 (調理実習を行う揚合のみ材料費がかかり

:iii ます〉メグ

計お電戸お待ちしています。
、哩耳、

'"グヂ
......，."!' 
官@健 康

申込み・問い合わせ

Cinformation :情報〕

• 

時~\'1?~

保健福祉課 宮⑮-6987へ

固 保全1喝さか~lι⑨



功
績
を
た
た
え
て

指
文
字
で
手
話

テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
と
、
講
演
会
や

ニュ

ー
ス
な
ど
で
手
話
通
訳
さ
れ
て
い

る
の
を
目
に
し
ま
す
。
上
富
良
野
町
に

も
手
話
を
広
め
た
い
と
活
動
し
て
い
る

手
話
サ
ー
ク
ル

が
あ
り
ま
す
。

毎
週
火
曜
日
、

四
時
か
ら
社
会

教
育
総
合
セ
ン

タ
ー
学
習
室
で

「話
し
手
」
「
読

み
手
」
と
な
っ

て
手
話
の
学
習

昨
年
、
ロ
月
幻
自
に
お
亡
く
な
り
に

な
り
ま
し
た
南
藤
夫
さ
ん
に
、
勲
六
等

単
光
旭
日
章
が
授
与
さ
れ
、

2
月
7
日、

役
場
町
長
室
に
お
い
て
上
川
支
庁
の
浴

山
副
支
庁
長
か
ら
妻
の
文
子
さ
ん
に
伝

達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

南
さ
ん
は
、
昭
和
位
年
か
ら
昭
和
団

年
ま
で
の

4
期
日
年
問
、
上
富
良
野
町

議
会
議
員
に
在
職
し
、
そ
の
問
、
議
長
、

副
議
長
そ
の
他
多
く
の
要
職
を
歴
任
さ

れ
、
議
会
運
営
は
も
と
よ
り
、
永
年
に

し
タ
中
間
げ
わ

mw

を
し
て
い
ま
す
。
手
話
サ
ー
ク
ル
の
会

員
は
却
名
、
ふ
れ
あ
い
広
場
の
参
加
や

手
話
の
講
演
会
開
催
、
ろ
う
学
校
な
ど

の
施
設
見
学
な
ど
、
習
得
し
た
手
話
で

ろ
う
あ
者
と
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
ろ
う
あ
者
が
集
ま
る
機

会
を
も
う
け
、
手
話
を
教
え
た
り
、
手

話
を
使
っ
て
会
話
を
す
る
交
流
学
習
も

し
て
い
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
に
、

手
話
を
習
お
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
を

聞
い
て
み
ま
し
た
。
「
手
話
通
訳
さ
れ

て
い
る
人
を
見
て
自
分
も
手
話
で
話
し

を
し
て
み
た
い
」

「
初
め
は
誘
わ
れ
て

• 
わ
た
り
地
方
自
治
の
進
展
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
ロ
月
に
は
、
上
富
良
野

町
に
多
額
の
金
員
の
ご
ま
阿
付
に
対
し
、

紺
綬
褒
貨
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

来
た
の
で
す
が
面
白
く
な
っ
て
続
け
て

い
ま
す
」
手
話
サ
ー
ク
ル
の
林
昭
秀
会

長
は
「
手
話
は
回
数
を
重
ね
て
覚
え
て

い
く
も
の
な
の
で
、
や
っ
ぱ
り
努
力
が

必
要
か
な
。
入
会
は
自
由
で
す
。
興
味

の
あ
る
方
い
っ
し
ょ
に
手
話
を
覚
え
ま

し
ょ
う
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。連

絡
先
宮
⑮
6
3
5
5

林
ま
で

口口口口口口口口

あるき
口口口口口口口口

良
好
な
謂
境
と
介
護
を
提
供
し
ま
す

上
富
良
野
町
立
病
院
は
、
平

成
ロ
年
2
月
か
ら
療
養
病
棟
(
療

養
型
病
床
群
)
を
開
設
し
ま
し

た
こ
れ
ま
で
の
ベ
ッ
ト
数
印
床

の
う
ち
お
床
を
療
養
型
病
床
に

し
た
も
の
で
、

主
と
し
て
慢
性

期
の
長
期
療
養
を
必
要
と
す
る

患
者
さ
ん
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
。
生
活
ス
ペ

ー
ス
を
広
く
と
り
快
適

性
を
重
視
し
、
安
定
し
た
療
養
生
活
を

送
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

入
院
手
続
き
は
、
医
師
の
判
断
に
よ

り、

一
般
病
棟
で
の
治
療
、
検
査
な
ど

を
経
て
か
ら
「
療
養
病
棟
」
に
移
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
が
ス
タ
ー
ト
す
る
平
成
ロ

町立病院 2階
平面図

年
4
月
か
ら
は
、
「
医
療
型
」
と
介
護
保

険
の
認
定
を
受
け
た
方
を
対
象
と
す
る

「介
護
型
」
に
わ
か
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。現在
、

一
般
病
棟
か
ら
移
ら
れ
た
方

加
人
が
療
養
病
棟
で
療
養
生
活
を
送

っ

て
い
ま
す
。

一
般
病
棟
で
は
病
室
で
食

事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
療
養
病
棟
で

は
、
食
堂
で
食
事
を
し
て
い
ま
す
。

食
事
の
介
助
が
必
要
な
方
も
す
す
ん

で
車
椅
子
で
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、
関

係
者
に
大
き
な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

「
み
ん
な
と
一
緒
に
食
事
を
す
る
楽
し

み
も
あ
り
ま
す
が
、
ベ
ッ
ト
の
上
だ
け

だ
っ
た
生
活
範
囲
が
広
が
っ
た
効
果
で

は
な
い
か
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

看
護
婦
6
名
、
介
護
職
員
6
名
が
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
。



• 

十
勝
岳
噴
火
総
合
防
災
訓
練

『司事

美
瑛
、
上
富
良
野
合
同
開
催

(
5
回

目
)
十
勝
岳
噴
火
を
想
定
し
た
総
合
防

災
訓
練
が
、

2
月
お
目
、
両
町
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
十
勝
岳
泥
流
セ
ン
サ
ー

切
断
の
報
告
を
受
け
、
日
時
四
分
に
緊

急
危
険
区
域
住
民
に
避
難
勧
告
が
だ
さ

れ
、
サ
イ
レ
ン
と
と
も
に
知
世
帯
、
側

人
が
避
難
し
た
。

「
通
信
連
絡
訓
練
」
「
避
難
訓
練
」

「
救
助
・
救
出
訓
練
」
「
避
難
路
確
保

.
道
路
閉
鎖

・
J
R
遮
断
に
よ
る
各
関

係
機
関
と
の
連
携
」
の

4
つ
の
訓
練
を

柱
に
、
陸
上
自
衛
隊
、
旭
川
開
発
建
設

部
、
北
海
道
警
察
、
上
川
支
庁
な
ど
関

係
者
側
人
、
関
係
機
関
車
両
部
台
、

雪

上
車
3
両
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
4
機
が
出

動
し
訓
練
が
行
わ
れ
た
。

救
助
訓
練
で
は
、

草
分
防
災
セ
ン
タ

‘

la
 

ー
の
急
病
人
を
自
衛
隊
へ
リ
で
上
富
良

野
駐
屯
地
に
運
び
、
救
急
車
で
町
立
病

院
に
搬
送
し
た
。
ま
た
、
島
津
球
場
で

は
、
泥
流
で
埋
没
し
た
倒
壊
家
屋
2
戸

に
北
海
道
警
察
、
陸
上
自
衛
隊
、
北
消

防
署
が
そ
れ
ぞ
れ
電
動
ノ
コ
や
電
動
カ

ッ
タ
ー
で
屋
根
を
切
り
取
り
、
負
傷
者

の
応
急
手
当
を
し
て
搬
出
し
た
。

陸
上
自
衛
隊
は
、
人
の
入
れ
な
い
奥

ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
最
新
機
器
フ

ァ
イ
バ

ー
ス
コ

ー
プ
で
の
捜
索
も
訓
練

し
た
。

2
か
所
の
避
難
所
で
は
、
旭
川
土
木

現
業
所
に
よ
る
「
泥
流
地
帯
」
の
ビ
デ

オ
を
上
映
し
、
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い

た
め
の
啓
蒙
活
動
も
行
っ
た
。
も
し
泥

流
が
発
生
し
た
と
き
は
、
「
ま
ず
逃
げ
る

こ
と
だ
け
考
え
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

、もJ
， 
J 

掬ぶえ号

見て

第
諸
国
か
み
ふ
ら
の
雪
ま
つ
り
が

2

月
6
日
、
日
の
出
公
園
で
聞
か
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
は
雲

一
つ
な
い
晴
天
に
恵

ま
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
約
1
、
5
0
0

人
が
冬
の

一
時
を
楽
し
み
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
上
富
良
野
駐
屯
地
と
商

工
会
青
年
部
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り

作
製
さ
れ
た
「
雪
の
迷
路
」
「
滑
り
台
」

寒
を
楽
し
も
う

地
「
あ
り
じ
ご
く
」
な
ど
、
子
供
に
人
気

の
楽
し
め
る
雪
像
と
、
町
民
や
各
団
体

が
作
製
し
た
お
も
し
ろ
雪
だ
る
ま
が
並

び
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
は
、
ス
ノ
ー
モ

ー
ビ
ル
試
乗
会
、
ボ
ブ
ス
レ

l
大
会
、

み
か
ん
ま
き
や
お
た
の
し
み
抽
選
会
な

ど
で
楽
し
み
、
サ
ー
ビ
ス
タ
イ
ム
で
は
、

あ
っ
た
か
い
ミ
ル
ク
コ
コ
ア
や
豚
汁
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
目

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
雪
下
ろ

し
が
で
き
な
い
老
人
世
帯
を
対
象
に

除
雪
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
雪
下
ろ
し
作
業
が

2
月
口
日
か

ら
は
じ
ま
り
、
独
居
老
人
家
庭
幻
件

の
雪
下
ろ
し
を
自
衛
隊
曹
友
会
の
皆

さ
ん
総
勢
別
名
で
行
い
ま
し
た
。

ス
コ
ッ
プ
で
屋
根
の
雪
を
下
ろ
す
人
、

下
ろ
し
た
雪
を
ス
ノ

l
ダ
ン
プ
で
除
雪

す
る
人
、
日
人
チ
ー
ム
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

垣元戸、4ミ.，..-7 

商
工
会
青
年
部
で
も
毎
年
、
除
雪
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今

年
は
、
西
町
団
地
内
の
除
排
雪
を
行
い

ま
し
た
。
シ
ョ
ベ
ル

2
台
、
ト
ラ
ッ
ク

振
る
舞
わ
れ
ま
し

た
。
住
民
参
加
の

お
も
し
ろ
雪
だ
る

ま
は
高
さ
川

m
く

ら
い
で
、
家
族
や

お
友
達
同
士
な
ど

で
参
加
す
る
の
に

は
ち
ょ
う
ど
い
い

大
き
さ
で
す
。
寒

い
中
に
も

一つ

の
も
の
を
作
り
上
げ
る

楽
し
さ
と
コ
ン
テ
ス
ト
で
自
分
に
投
票

す
る
う
れ
し
さ
が
あ
る
よ
う
で
す
。
澄

み
き
っ
た
青
空
に
子
供
た
ち
の
歓
声
が

響
き
、
か
み
ふ
ら
の
の
冬
の
イ
ベ
ン
ト

で
寒
を
楽
し
ん
だ

一
日
で
し
た。

2
台
を
用
意
し
、
危
険
な
個
所
や
駐
車

ス
ペ

ー
ス
の
確
保
な
ど
入
居
者
の
皆
さ

ん
に
お
話
し
を
聞
き
な
が
ら
除
排
雪
を

行
い
ま
し
た
。
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
除

雪
が
行
き
届
き
、
入
居
者
の
皆
さ
ん
に

喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

ごごこで~

。暴挙@総司r~lι⑨回
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映
画
を
楽
し
も
う

映
画
鑑
賞
会

V
3
月
の
映
画

「
荒
野
の
用
心
棒
」

ク
リ
ン
ト

・
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
主

演
の
マ
カ
ロ
ニ
ウ
エ
ス
タ
ン
で
す
。

日
時

3
月
お
日
岡
山
時
1

場
所

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

2
階
視
聴
覚
室

鑑
賞
料

無
料

参
加
し
ま
せ
ん
か

町
民
歩
く
ス
キ

l
ツ
ア
ー

十
勝
岳
の
景
観
を
楽
し
み
な
が
ら、

ゆ
っ
く
り
と
雪
の
中
を
ス
キ

l
で
歩

き
ま
す
。

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

3
月
お
日
制

8
時
叩
分

1

コ
l
ス

十
勝
岳
温
泉
「
白
銀
荘
」

周
辺
コ

l
ス

約

5
M

対
象
者

小
学
生
以
上

1
一
般

(
小
学
3
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
) 3月

15日・予算特別委員会(1日目)

16日・予算特別委員会(2日目〉

17日・予算特別委員会(3日目〉

18日・西小 ・東中小 ・江幌小

j青富小卒業式

21日・予算特別委員会(4日目〕

・上小卒業式

23日・定例町議会 (5日目〉

・映画鑑賞会

26日・町民歩<スキーツアー

入
浴
料

参
加
料

無
料
(
た
だ
し
、

は
各
自
負
担
)

申
込
み

3
月
幻
日
同
ま
で
に
社
会

教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
宮
⑮
5
5
1

1
へ

※
日
の
出
ス
キ

l
場
ロ
ッ
ジ
で
歩
く

ス
キ

l
用
具
の
貸
し
出
し
を
行

っ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

参
加
し
ま
せ
ん
か

親
子
ふ
れ
あ
い
体
操

小
さ
い
お
子
さ
ん
と
、
お
母
さ
ん

の
ふ
れ
あ
い
の
体
操
教
室
で
す
。

リ
ズ
ム
体
操
や
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
体

操
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時

3
月
幻
日
開
叩
時

1

場
所

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
和
室

対
象

1
歳
代
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者
の
方

定
員

初
組

申
込
み

3
月
お
日
同
ま
で
に
社
会
教

育
総
合
セ
ン
タ
ー
宮
⑮
5
5
1
1

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い。• 

会
員
募
集

上
ふ
ら
の
筆
曲
サ
ー
ク
ル

琴
に
ふ

日
本
の
伝
統
的
な
音
楽

れ
て
み
ま
せ
ん
か
?

練
習
日

昼
の
部
第
1
・
第
3
水
曜
日

(
日
時
却
分

1
日
時
初
分
)

夜

の

部

第

2
・
第
4
水
曜
日

(
四
時

i
引
時
)

会
費

月
3
、
0
0
0
円

(
楽
器
は
用
意
し
て
あ
り
ま
す
)

場
所

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
和
室

申
込
み

・
問
合
せ
先

松
本
紘
子

宮
⑮
3
5
3
7

お
忘
れ
な
く

免
許
更
新
時
講
習

優
良
講
習

(
初
分
)

V
3
月
M
日

凶

日

時

1

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

V
4
月
5
日

同

日

時

1

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

V
4
月
日
日
同
日
時

1

中
富
良
野
町
公
民
館

V
4
月
比
日
樹
日
時

1

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

一
般
講
習

(
2
時
間
)

V
3
月
M
日凶四

日
時

1

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

V
4
月
5
日

同

凶

時

1

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

※
ど
ち
ら
の
講
習
も
受
け
る
前
に
、

鵬首
察
署
で
免
許
更
新
手
続
き
を
行
っ

て
い
な
い
場
合
は
、
講
習
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

(
富
良
野
地
方
交
通
安
全
協
会
)

保
険
料
額
改
定
な
し

国

民

年

金

V
平
成
ロ
年
4
月
か
ら
の
国
民
年
金

保
険
料
額
は
、
現
行
の

1
3
、
3
0

0
円
の
ま
ま
据
え
置
く
予
定
と
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

V
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
割

安
な
「
前
納
制
度
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。• 

国
民
年
金
保
険
料
は
毎
月
納
め
る

の
が
原
則
で
す
が
、

一
年
分
を
ま
と

め
て
納
め
る

「前
納
制
度
」
も
あ
り

ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
、
保
険

料
の
納
め
忘
れ
の
防
止
に
な
る
だ
け

で
な
く
、
別
表
の
と
お
り
高
率
な
割

引
と
な
り
ま
す
の
で
、
非
常
に
有
効

な
納
付
方
法
と
い
え
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

平成12年4月から1年間分を4月に前納したとき

¥ ¥ 毎月納付 前 納 割引額 割引率

定額保険料 159，600円 155，750円 3，850円

付加保険料 4，800円 4，680円 120円 5.5% 

計 164，400円 160，430円 3，970円

困



受
講
生
募
集

住
民
講
座

V
パ
ソ
コ
ン
文
字
入
力
二
太
郎
)

練
習
コ
ー
ス

取
り
扱
い
の
初
歩
か
ら
日
本
語
入

力
ま
で
を
習
得
し
ま
す
。

日
時

4
月
3
日
開
、

6
日
岡
、

日
日
開
、
日
日
同
日
時
加
分

定
員

6
名

受
講
料

5
、
0
0
0
円

V
エ
ク
セ
ル
入
門
コ

l
ス

数
値
入
力
と
四
則
演
算
を
習
得
し

ま
す
。

日
時

4
月
5
日
附
、

7
日
側
、

ロ
日
川
州
、

U
日
凶
日
時
加
分

定
員

6
名

受
講
料

7
、
0
0
0
円

V
陶
芸
教
室

陶
心
窯
(
野
原

実
施
し
ま
す
。

寿
夫
先
生
)

• 

で

4
日
付

申 日
材込夜 昼 17時
間みのの日
発・ココ(月)4 
セ問 I I 月
ン合スス 3 
タせ 日
19 10 月)

宮 富時時
⑫良 ss 
2 里子 21 12 
6 士也時三時2
1 域
9 人

隊
員
募
集

ビ
ー
バ
ー
、
力
ブ
ス
カ
ウ
ト

い
つ
も
元
気
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
段

階
的
に
教
育
す
る
進
歩
制
度
と
野
外

活
動
を
通
し
て
、
心
身
共
に
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
人
格
の
形
成
訓
育
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

一
緒
に
活
動
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

対
象

4
月
に
小
学
1
年
生
に
な
る

子
か
ら、

4
年
生
ま
で
の
子。

連
絡
先
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
隊

隊

長

関

宮

⑮

3
2
3
6

ビ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト
隊

隊

長

谷

口

宮

⑮

4
1
7
4

上
富
良
野
第
1
団

回
委
員
長
長
谷
川
宮
⑮
2
2
3
1

募
集
し
て
い
ま
す

北
海
道
警
察
官

第
1
回
募
集

受
付

4
月
山
日
開

1
幻
日
附

試
験
日

5
月
幻
日
同

募
集
人
員

A
区

分

(
大

卒

者

平

成
日
年
卒

業
見
込
の
者
を
含
む
)

男

子

約

卯

名

女

子

約

却

名

B
区
分

(
A
区
分
以
外
の
者
)

男

子

約

加

名

※
試
験
の
内
容
な
ど
、
詳
し
い
こ
と

に
つ
い
て
は
、
上
富
良
野
交
番
宮
⑮

2
0
3
9
、
ま
た
は
富
良
野
警
察
署

宮
⑫
0
1
1
0
へ
。

切回旦量胡

聞に消えた花嫁 (赤川 次郎)

蓄雷 (伊集院静)

後家長屋町之介慕情(阿部牧郎)

夢の中に君がいる (越路 吹雪〉

ナチユラル (山白書保理)

或る倒産 (丹羽幸雌〕

情事を盗られた女 (横溝美畠)

愛人の淀3 (樋田みか)

沈黙 (口パート.B.パ力一)
女優志願 (忍足盟希子)

マヤイの花やさん (寺村

がんばるスプーンおばさん

(ブリョイセン)

サイテーなあいつ (花形みつる〕

3りのおやつはきょうふのじかん

(きむらゅういち)

メイシ ちゃんのいろのえほん

(ルーシー・カズンズ)

ちびけちゃんにも やらせて!

(ミレイユ・ダランセ)

ぴょこだんとあそlまう

いちばんやさしいあやとり

(成美堂出版編集部)

ズッコケ三人組の

/ 'i'ック・トゥ・ザ・フューチャ

(那須正幹〕

一般書

輝夫)

児童書

• 
この事業は、町内身近にあ

る公園・広場や歩道の花壇用

地などに、町が無料で配布す

るラベンダーの苗(2"-'3年

生)を各団体の方々が植栽し、

その後の維持管理も積極的に

行っていただき、「ラベンダ

ーの街かみふらの」としての

イメージアップを図ることが

目的です。

苗の配布対象となる団体は、自治会(住民会・町内会・農事組合)商店

街の組合など、職場、職域、文化、体育、青少年、女性にかかわる社会教

育団体です。

苗の無料配布を希望する団体は「ラベンダー苗配布申込書」に必要事項

を記入のうえ、 4月14日(舎)までに、商工観光まちづくり課へ提出してくだ
さい。

各団体への苗の配布は4月下旬から5月上旬を予定しています。希望多数

の場合は配布本数を調整させていただきますので、あらかじめご了承くだ

さい。

申込用紙は、各町内会・農事組合にお送りするほか、公民館・社会教育

総合センター・商工観光まちづくり課の各事務所カウンターに置いてあり

ます。

.. 'ラベンダーの街だから...

j 死ιろさきいっ(まい

込民総事全/¥.  

レタス畑のおくりもの

(あびるとしこ)

オオくんとゆかいなかぞく

(角野

傘@鎗

栄子〕

4月から9月まで、愛の鐘の時刻が

変わります。お子さんの帰宅時間の目

安にしてください。

016時時17時タやけこやけ
017時時18時愛の鐘

¥ 

2月の町内交通事故
発生状況

( )は前年比

人身事故発生件数 4 (-1) 
死 者 o (+0) 
傷者 6 (+0) 
物損件数 40 (ー18)
「スピードダウンとシートベルト」
2つのSでスペードダウン 霊宝⑮6983役場商工観光まちづくり課施設係

自殺a鵠句，.".1ι⑨回



お
し
ら
世

宮⑪4097

春休み映画会

日時 3月30日(柄、 31日(金)
10時~

苅象 ・定員 小学生

体力測定

日時 4月8日(土) 10時~
対象 ・定員 小学生 60名
申込み 3月27日(月)，，-，定員にな
り次第締め切ります。

親子で遊ぼう くおもちゃ作り〉

日時 3月15日(水) 10時30分~
対象就園前の幼児と親

定員 20組
持ち物ハサミ

30名

東!号室館在、o¥L) 一

ご

注

意

く

だ

さ

い

一

一
賃
貸
住
宅
の
ト
ラ
ブ
ル
一

転
勤

・
進
学
の
シ
ー
ズ
ン
を
前
に

賃
貸
住
宅
に
関
す
る
相
談
が
増
え
て

い
ま
す
。

賃
貸
住
宅
の
契
約
を
す
る
際
に
は

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

O
契
約
内
容
や
入
居
条
件
を
し
っ
か

り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
業
者
か
ら
受

け
た
説
明
に
疑
問
が
あ
る
場
合
は
、

そ
の
場
で
納
得
が
い
く
ま
で
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

O
契
約
に
際
し
て
は
、
本
来
の
使
用

の
対
価
で
あ
る

「賃
貸
料
」
の
ほ
か

に
「
礼
金
」
「
敷
金
」
な
ど
様
々
な
名

目
で
お
金
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
よ
く
そ
の
説
明
を
受
け
理
解
で

き
な
い
時
は
そ
の
場
で
契
約
せ
ず
、

宮⑪6346ち~E2童館 72 ò\ L)

10時~

13時30分~

な一」土寸
7
Il
 

h
u
 
閏土古門ロb

公
園

μ

。

開

す
ら
ま

わ

い
月
て

つ
)
つ

※
 

映画会

日時 3月29日(水)

参加費無料

対象来館者全員

スポーツ教室

日時 3月18日(土)
参加費無料

対象来館者全員

お
近
く
の
消
費
生
活
相
談
所
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

上
川
支
庁
消
費
生
活
相

談
所

宮
0
1
6
6
4
6
1
5

1
1
1
(内
線
2
9
6
4
)

北
海
道
消
費
者
セ
ン
タ
ー

宮

O
I
l
-
2
7
1
1
0
9
9
9

3
月
は

納
税
推
進
強
化
月
間

道
で
は
、
3
月
を
「
納
税
推
進
強

化
月
間
」
と
し
て
、
特
に
自
動
車
税

と
個
人
事
業
税
を
重
点
に
道
税
の
滞

納
整
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
の
中
で
生
か

さ
れ
て
い
る
道
税
の
納
税
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

• 
傍釦@管国債予闘が密bゆ怠ず

町内の街灯照明には様々な種別があり、住民負担の有無、助成の複

数窓口など住民にご不便をおかけしてきました。

このため、次のような方針で、 下表のとおり 4月から新たな制度に

変更することになりました。

。 主要幹線の街灯は街並灯として町が整備実施・助成街灯は生活灯に名称変更して手続き窓口を--本化
. 街並灯の整備に合わせて、付近の助成街灯は撤去

. 街並景観づくりに配慮した照明鴇具に統一化

費用を助成する生活灯の申請窓口は、町民生活課町民生活係にな

ります。従来の防犯灯、街路*Tの助成額の変更はありませんが、申
請時期が変わります。• 新規整備 ・維持管理体系

種 類
設 置 移

新名称 設置 ・管理及び費用負担 備 景長J 
官 理 ff 

街路灼 町内会
E争

指定形状のものを設置する場合に限
既存で住民会等が管理している

(助成灯) 住民会 り、 60%の1111費負担(百円未満切り

防犯 XJ 住民会
生活灯

捨て)
照明について、形状の統一、維

(助成灯) Is]内会
c:) 

(町民生活課町民生活係)
持管理体制!の整備を促進する。

商庖街灯 住民会
O まちなみ整備推進地区(仮称)の

(10割助成) 1111内会 1111の直轄管理 指定を行い、住民会等の住民環

防犯灯
防犯協会 。街並灯 (道路河川諜管理係) 境整備推進組織の活動を誘導す

( 1直轄灯) ※道路輸に対して線形連続又は集 る。

街路灯 間] 。 団を形成する街灯 線形連続を基本にし、街並景観

町道街灯
の一要素とする。

問 。
(交通安全灯)

施設管理灯
四]の直結管理(各所管管理) 施設機能の維持又は安全管理を

公共施設灯 田T O ※単独街灯又は施設敷地内照明 する上で必要な照明

非公益照明
個人等

O 個別灯 個人・法人等による任意管理 個人等の事情により設置
任意管理

なお、町が進める街

並灯の整備に伴い、現

在設置されている生活

灯(旧防犯灯と街路灯)

の一部は、重複照明と

して助成の対象外にな

るものもあります。助

成申請の場合ご確認く

ださい。

。申請窓口

町民生活課町民生活係

電話@6985

。申請時期

別途通知されます。

固



団
員
募
集

無
線
赤
十
字
奉
仕
団

無
線
赤
十
字
奉
仕
団
は
、
赤
十
字

の
精
神
に
基
づ
き
、
明
る
い
社
会
を

築
き
上
げ
て
い
く
た
め
に
、
身
近
な

奉
仕
活
動
に
従
事
す
る
と
と
も
に
、

団
員
の
無
線
技
術
の
向
上
と
親
睦
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
組
織
さ
れ
て
い

る
団
体
で
す
。

募
集
団
員

富
良
野
沿
線
に
在
住
で

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
局
を
運
用
し
て

い
る
方
ま
た
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無

線
技
士
の
免
許
を
お
持
ち
の
方
。

団
費

年
1
、

3
0
0
司

イ主み良い地域づ、くりのために

新しい民生委員・児童委員を紹介します。

民生委員・児童委員は、住民に最も身近なと

ミろで、住民の立場にえ ったに相談・え採等の

福祉活動を行っています。

この度、草分地区と旭町4・5、新町4・5

地区 の委員が変史になりました。

悩みこと等、お気軽にご相談ください。

募
集
期
間

4
月
凶
日
倒
ま
で

問
合
せ
・
申
込
み

団
委
員
長

稲
木
正
尚

事
務
局
長

小
泉

博

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
の
教
育
口

l
ン • 

宮
(⑫

4
5
1
7

宮
⑫
5
3
3
3

「
国
の
教
育
ロ

ー
ン
」
の
ご
案
内

で
す
。
入
学
費
用
の
申
込
み
は
お
早

め
に
。高
校

・
大
学

・
専
修
学
校
な
ど
へ

の
入
学
費
用
や
在
学
中
の
費
用
に
幅

佐さ

藤i

担
当
地
区

耕i
L、
ち

西
6
線
北
引
号

m
@
9
6
1
1
 

草
分

広
く
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

融
資
額

学
生

・
生
徒
1
人
に
つ
き
、

捌
万
円
以
内

返

済

期

間

凶
年
以
内

利
率

年

μ
%

保
証

例
教
育
資
金
融
資
保
証
基
金

ま
た
は
保
証
人

(1
名
以
上
)

入
学
費
用
に
つ
い
て
は
合
格
発
表

で
も
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

国
民
生
活
金
融
公
庫
旭

川
支
府

宮

0
1
6
6
1
2
3
1
5
2
4
1

丸2

固た

武そ

新
町

新旭 m子
T T @ 目
3 5 

55 0 番
T T 4 10 
目目 8 号

担
当
地
区

交通安全に心がけましょう
企画調整課

広報広聴係
2⑧6980 • この時期は、 卒業や進学、就職を控えた高校

生や大学生を中心に、運転免許を取得する人が

多くなります。例年、初心運転者が起こ した事

故による死者数は、交通事故死者数全体の約10%

を占めています。

運転中は歩行者等の急な飛び出しゃ他車の思

わぬ行動で、突然の危険に出会うことも少なく

広報かみふらのに「祝あかちゃん」と

「お悔やみ申し上げます」を掲載しなくな

ったのはどうしてですか。 (匿名)

「スピードダウン」と「シートベル

トの着用Jを習慣として、安全運転を心掛けま

また、一般ドライパーの皆さんは若葉マーク

のドライパーが安心して運転できるように、思

いやりのある運転をお願いします。

ありません。

しよう。

(企画調整課)

ぉ~~ι~す@
永い間継続して掲載してきた「祝あかちゃ

んお悔やみ申し上げます」その他、新

成人や新一年生の名簿についても、昨今のプ

ライパシ一保護の観点から、個人情報に関す

るものについては、 2月号から掲載しないこ
とにしました。

。季第@持句r~lι⑨

町
民
ポ
ス
ト
は
、
役
場
庁
舎
、
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
、
老
人
身
障
者
セ
一
江
一

ン
タ
|
、
セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ラ
ザ
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
フ
ァ

ッ
ク
ス
番
号

(
0
1
6
7
1
「
L

4
5
5
3
6
2
)
電
子
メ
ー
ル
(
ア
ド
レ
ス
穴
ω
ヨ
否

@
E
Eコ0
0
「・官
〉
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

紙
上
は
匿
名
で
す
が
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
性
別
を
お

書
き
く
だ
さ
い
。



-西保育所一

• 
トイレットペーパーの芯を使い、

口がパクパク動<人形を作りまし

た。髪の毛ち自分で好きな髪形に

切ったので、すてきな人形ができ

ました。(米川|先生)

牛乳パックを使って、おひなさま

を作りました。顔と蓋物の模様を

自分で考えて作りました。にこに

こ顔のかわいいおひなさまになり

まレた。(角田先生)

いすみ みさえ

泉 美沙恵ちゃん
(平成6年生まれ・里仁津郷 I I⑬ 

「パクパク人形」

たなか じ申ん き

田中 純規くん
(平成5年生まれ -扇町1丁目)

「おひなさま」

• ヨとまり逢
すずき しようご

鈴木省吾さん
昭和39年生まれ
旭町3丁目

先月号の早坂さんからめぐって、趣味はスポ ツと言

う鈴木さんにお会いしました。夏はマラソンとツールド

北海道にち出揚するという本格的な自転車、冬はクロス

力ントリーで、北海道選手権大会や旭川パーサー大会な

ど多くの大会に出場し、今度の日曜日には宮様国際スキー

マラソンに出場するそうです。なんせ皐体を動かすこと

が好きでじっとしていることができないのは小さいこ

ろからだそうです。「子供がスキーリフトに乗れるよう

になったので、一緒にスキーに行くのが今は楽しみなん

です」と、話レてくれました。

⑧匂⑮色炉内~m~
ご

固を並べてひとつの言葉をつくってください。
答えを3月31日までに役場企画課調整課へご持
参ください。記念品を差し上げます。

※課の配置が変わりましたので、案内板で確認ください。

タ

②物事の段取り・準備すること。「指名

OOOJという言葉もあ ります。
③00深長。意味が深くがんちくのあ
るさま。

④貝にも果物にもある名前です。

⑤紙を食べる動物
⑦シンデレラが落としていったのは何

の靴?
③アッサム、ダージリ ン何の種類つ コー

ヒーじゃないよ。

⑨ ドアの取っ手のところ

⑬ほ した大根をぬかと食塩でつけたも
。コ
⑪物事の終わ り、結末、決着 100を
つける」

⑫えっ聞いてないよー。 1000に水」
⑮亀とともに縁起のいいものとされて

いる動物

フー

の

力

ギ

ヨ

コ

の

力

ギ

①一つの家で生活する家族のあつまり

④竹から生まれて月に帰ったのは、

1000姫」。
⑤虫歯にならないように。忘れずに

⑧勢いのいいことのたとえ。100のた
きのぼり」
⑩因っている時に貸してくれる力

⑬きゃ一、 学校に遅れちゃう

⑬空から降ってくるのもあるし、なめ

たら甘いお菓子でもある。

⑬00と罰
⑮小学生はこれを背おって学校へ

答え

氏名

2月号の答えは「オニゴッコ」でした。

図



翻と子のきずな||家庭教育
シリーズ [157]

「小さな取組」

全校児童 5名。少ない人数で毎日の給食に出

る牛乳パックを回収している。職員の分も合わ

せても 1日10枚程度しか集まらない。それでも

コツコツ集めて東にすると 1年間で約2，000枚ほ

どになる。

所

:き

新
た
な
改
革
を

季
節
も
3
月
に
入
り
、
心
配
さ
れ
た
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
峠
を
越
し
、
待
ち
焦
が

れ
た
春
が
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
よ
う
な
感

じ
の
す
る
頃
と
な
り
ま
し
た
が
、
町
民
の

皆
様
に
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

平
成
日
年
度
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と
な

り
、
こ
の
1
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
「
行

政
改
革
実
施
計
画
」
に
基
づ
き
、
組
織

・

機
構
の
改
革
、
各
種
補
助
金
の
見
直
し
を

は
じ
め
、
各
種
の
改
革
を
進
め
て
ま
い
り

ノトさレ、ノ号ックは50，000ヰ文以」二になら

旭川の回収

このことを

しカミし、

なければ回収に来てくれないので、

に合わせて職員 が持ち込んでいる。

先月の全IJlT で言舌したとこ「なかよしサミッ ト」

• 
IIIT内ノト・中 ・高でも取り組んではどうかと

いう意見が子どもたちから出た。

ことである。大きな取り組みになると、7.1<.の無

駄づかいなど解決しなければならない課題も出

でも、大切にしたい気持ちでもある。

先日こんな話を目にした。スイスの青年が日

本人と結婚し里帰りした日本から離れる時、親

心で重い荷物を宅急便で送ってあげたがいい顔

「若い僕には立派に鍛えた体

があるから自分で運べば良かった。 荷物を運ん

だ トラックの排気ガスで地球を汚したことが悲

しい。」ということだそうである。

とても考えさせられる話だった。

とても虫喜しい

ろ、

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
改
革
を
要
す

る
項
目
印
項
目
と
多
く
、
具
現
化
に
至
っ

て
い
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
れ
世
紀

を
目
前
に
し
て
、
現
在
の
事
務
事
業
を
そ

の
ま
ま
幻
世
紀
に
引
き
継
ぐ
の
で
は
な
く、

取
捨
選
択
と
新
た
な
る
改
革
に
よ
り
、
よ

り
良
き
新
世
紀
を
迎
え
た
い
も
の
と
引
き

続
き
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す。
今
、
就
任
か
ら
の

3
年
間
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す
と
、
町
の
大
き
な
節
目
の
事
業

で
あ
り
ま
し
た
開
基
問
年
に
関
わ
る
記
念

事
業
の
実
施
、
行
政
改
革
と
第
4
次
総
合

計
画
策
定
及
び
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
等
の
策
定
な
ど
に
意
を
注
ぎ
、
努
力
し てくる。

をしない。理由は、

て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
就
任
前
よ
り
思
い

描
い
て
い
た
「ま
ち
づ
く
り
」
に

つ
い
て

な
ん
と
か
そ
の
足
掛
か
り
が
整
っ
た
よ
う

な
気
が
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

何
は
と
も
あ
れ
、
私
に
与
え
ら
れ
た
任

期
も
今
年
限
り
で
あ
り
ま
す
が
、
平
成
ロ

年
度
の
予
算
編
成
も
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
で
の
予
算
案
の
策
定
と
な
り
ま
し
た
が
、

3
月
定
例
会
で
議
員
諸
兄
の
ご
理
解
を
得

て
、
ご
議
決
を
賜
り
新
年
度
の
町
政
執
行

に
遁
進
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

町
民
皆
様
の
ご
協
力
を
心
か
ら
願
う
毎
日

で
あ
り
ま
す
。

尾ν

岸

孝

.t，i主

龍之介 』松谷清富小学校校長

• 
た
く
さ
ん
の
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

上
富
良
野
町
へ

。
伊
藤
欣
治
さ
ん
(
旭
町
)
か
ら
、

東
児
童
館
用
遊
具
と
し
て
、
お
も
ち

ゃ
を
。

。
北
野
哲
こ
さ
ん
(
島
津
)
か
ら
、

郷
土
館
展
示
資
料
と
し
て
、
島
津
川

年
の
歩
み
を
。

@
南

藤

夫
さ
ん

・
文
子
さ
ん
(
東

中
)
か
ら
、
郷
土
館
展
示
資
料
と
し

て
、
刀

1
本
、
わ
き
ざ
し

1
本
を
。

=ー一一一ー二三三斗
国連水の日

(国土庁〉

社
会
福
祉
協
議
会
へ

。
立
松
雅
幸
さ
ん
(
錦
町
)
か
ら
、

父
・
登
美
男
さ
ん
の
死
去
に
際
し
て
、

山
万
円
を
。

。
中
河
久
美
子
さ
ん
(
東
中
)
か
ら
、

夫

・
和
幸
さ
ん
の
死
去
に
際
し
て
、

5
万
円
を
。

@
及
川
豊
年
さ
ん
(
東
中
)
か
ら
、

母

・
タ
ケ
さ
ん
の
死
去
に
際
し
て
、

2
万
円
を
。

。
伊
藤
欣
治
さ
ん
(
旭
町
)
か
ら
、

妻

・
ヒ
サ
さ
ん
の
死
去
に
際
し
て
、

叩
万
円
を
。

。
松
田
信
市
さ
ん
(
江
花
)
か
ら
、

父

・
佐
市
さ
ん
の
死
去
に
際
し
て
、

5
万
円
を
。

。
佐
藤
耕

一
さ
ん
(
草
分
)
か
ら
、

父

・
清
二
さ
ん
の
死
去
に
際
し
て
、

叩
万
円
を
。

。
山
本
登
さ
ん
(
東
中
)
か
ら
、

父

・
良

一
さ
ん
の
死
去
に
際
し
て
、

5
万
円
を
。

自殺暗号句r~lιcめ図



Yo凶 'gGen'eration 
[若い世代]

• 

2月18日上小の一日入学があり、 1年生と

新入学児童との交流集会がありました。

「なムノかキンチヨーするッ」と新入学児童を拍

手で迎えた1年生。去年迎えられたときはど

うだ、った?と聞いたら「ぜハノttA.ノキンチヨーレ
なかった tJと答えてくれた男の子。ちょっと

お兄ちゃハノになったのかな?ジャンケンをし

て負けたら後に続<ゲームで、みんな盛り上

がり「吾4月が待ち還ししりと思う一日でした。

• 

図

編
集
後
記

圃
い
つ
も
の
よ
う
に
朝
出
勤
す
る
時
、
玄
関
を
開
け

る
と
、
屋
根
か
ら
の
雨
垂
れ
の
音
と
小
鳥
の
さ
え
ず

る
声
が
聞
こ
え
た
。
い
つ
も
は

「さ
む
い
!
」
と
感

じ
て
い
た
の
に
、
今
日
は
「
も
う
春
は
そ
こ
ま
で
き

て
い
る
よ
ツ
」
と
小
鳥
が
教
え
て
く
れ
た
よ
う
な
気

が
し
た
。
-
雪
が
積
も
っ
た
上
に
の
っ
て
い
る
よ
う

に
立
っ

て
い
る
パ

l
ド
テ
ー
ブ
ル
、
い
ろ
い
ろ
な
鳥

が
や
っ
て
く
る
。
カ
ケ
ス
や
鳩
く
ら
い
大
き
な
鳥
も

と
ま
れ
な
い
く
ら
い
に
:
・
。
み
ん
な
暖
か
い
春
が
待

ち
遠
し
い
よ
う
だ
。

(
お
)

・
最
近
わ
り
と
朝
の
目
覚
め
が
い
い
ん
で
す
。
正
確

に
い
う
と
目
覚
め
る
だ
け
で
、
動
き
だ
す
時
間
は
普

段
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
の
で
す
が
・
:
。
で
も
い
つ

も
よ
り
早
く
起
き
た
時
っ
て
何
か
得
し
た
気
分
に
な

り
ま
せ
ん
か
。
私
の
場
合
は
早
く
起
き
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
で
か
け
る
直
前
の
あ
わ
た
だ
し
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に
変
わ

り
は
な
く
ド
タ
パ
タ
と
し
て
い
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の
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け
ど
。
朝

で
か
け
る
前
に
少
し
落
ち
着
け
る
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間
が
あ
る
と
、

全
然
ち
が
い
ま
す
よ
ね
。
暖
か
く
な
っ
て
く
る
こ
と

だ
し
、
早
く
起
き
て
み
ょ
う
か
な
と
思
い
ま
す
。
(
ひ
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• 

今年で11回目を迎えた住民会対抗ソフトミニバレーボール大会が、 1月30日(日)社会教育総合センターと上富 . 

良野小学校体育館で開催されました。

今回は、混成56歳以上の部8チーム、混成5O~5 5歳の部10チーム、混成の部47チーム、女子の部12チー

ム、合計21住民会77チームもの参加があり、外の厳しい寒さとは対象的に大熱戦が繰り広げられました。

混成 56歳以上の部では旭A住民会が 3連覇、混成の部では東中A住民会が連覇を果たし、混成 50~55歳以上の

部と女子の部では旭B住民会、西富F住民会がそれぞれ優勝しました。

動丘では、町を代表するスポーツと言われるくちい、競技人口が増加し、幅五い年齢の方々が地域の健康づくり活動

や余a~lスポーツ活動として取り組み毎年この時期におこなわれる住民会の大会をめざして、常日頃から練習している

ようです。

なお、大会の成績は以下のとおりです。

大混成56歳以上の部 優勝:旭 A住民会

食混成5O~5 5歳の部 優勝:旭 B住民会

食混成の部 優勝:東中A住民会

女女子の部 優勝:西富F住民会

準優勝:丘町A住民会

準優勝:西富B住民会

準優勝:西富D住民会

準優勝:旭 H住民会

第3位:丘町B住民会

第3位:本町A.東明B住民会

第3位: 旭 G・中町C住民会



伽川叩
季節の行事でおもいっきり体を動かし、物を創る楽し

さや自然体験を通して、仲間づくりを進めるため、教育

委員会では 「フレッシュ体験クラブ」を11年度は前

期・後期に分け各3回ずつ実施しました。そして、後期

首麦の「かまくら体験jが2月12~ 1 3日に開催され

ました。参加した14名の子供たちは祖会教育総合セ

4附~

を食べ、夜になるとアイスキャンドルづくりや社

ンター前の広場で、かまくら掘りと滑り台づくりに分か 教センターを真っ暗にしてのきもだめしをおこな

れ、吹雪の中、熱心に作業をおこない、約1時間半かけ い、センター内で一夜を過ごしました。

e I て 「除カか版3
また、夕食は完成したかまくらの中でジンギギ、スカンを もたちの喜ぶ姿がとても印象的でした。

• 

~Wg 
今までの「フレッシュ体験クラブ(小学校 3~6

年生対象泊は、参加者の募集を前期・後期の2回

に分けて行ってきましたが、 4月からの「フレッ

シュ体験クラブ」は、開催の度に募集を行います。

年間6回程度のいろいろなメニューを考えていま

すので、お好きな講座を選んでご参加ください。

地燐!日~
2月8日ω0社会教育総合センターて教育委員
会主催のテーピングセミナーが開催されました。

東京からソニー企業(株)中原孝司さんを講師と

してお招きし、テーピングの目的や効果について学

習を行い、その後、実際にテーピングテーフ。を使つ

ての実技をおこないました。

参加者は、スポーツ指導者、体育指導委員と上富

良野中学校の女子バレーボール部の生徒を含め約30

名の参加があり、終始なごやかな雰囲気の中でおこ

なわれました。

みなさんもテーピングといえば1度は聞いたこと

があると思いますが、どのような目的や効果がある

かご存知でしょうか?

まず、目的については次の3っと言われています。

① 予 防 :ケガを未然に防ぐ

② 臨急処置 :ケガをした場合の安静・圧迫

③ 再発予防:同じ部位 ・部分のケガ防止

効果については、関節の特定の動きをイ王意に制限

したり、靭帯や膿の痛み・精神的な不安をやわらげ

る効果があると言われています。

また、社教センター、図書室に貸出用のビデオが

ありますのでご利用下さい。



哨川
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いきいきと富芭理責邸調敵7)2.窯内

みなさんに町のことを知っていただいたり、いっしょに町づくりを進めていこうと、役場のいろいろな剖曙

が担当し、 3年前から「いきいき上富良野塾」を開講しています。

平成12年度のおすすめは新しく開講した、商工観光まちづくり課が担当の「花のあるまちづくり講周到で

みなさんといっしょになってガーデニンク、や庭づくりを学習し、花いっぱいのまちづくりのために4回の講座

を開催します。

1軒1軒の家が、少しずつ花を飾ることで、美しい花の街並みを構成し、個人の活動から共働のまちづくり

へのキツカケとして、実際に花を植える町、土を作山庭榔方法なルデニングの捕の修得 | 
を目的としています。

4回の講座の内容は

①基礎的実践講習会:実際にプランターに花を植えるまでの土づくりや肥料についてなど基礎を学びます。

② モデルガーデン実践講習会:花を植えるだけでなく、庭全体のイメージアッフ。につながる全体的な方法

なども実践してみます。

③先進地研修会:恵庭市など市民が手作りでおこなっているガーデ、ニング先進地区の視察に行きます。

④越冬のための実践講習会:次の年の春をめざして、冬の聞に何をすれば良いのか、気をつける点や春に

向けての準備などを学びます。

このほかにも、平成12年度の「いきいき上富良野塾」では、応急手当講座や景観探索ウオークなど、 8

回程度の講座を予定しています。

詳しい内容や各講座の募集については、毎月の「広報かみふらの」などでお知らせしますので、お気軽に

申込みください。

• 



• 

• 

品童話ZF
誕鵠揚括窃

みなさんは女性学級を開講していることはご存知でしょうか?

女性として豊かな日常生活を送るために、社会、生1舌、健康、趣味などの学習活動を通じて判姓の交流を

深め仲間づくりをしています。

平成11年度の学習活動は、 4月に開講式をおこない、社会見学では道立近代美祢i館でのシルクロード展や

恵庭市でのガーデニングを視察しました。趣味の学習では友禅染やパッチワークなども体験し、また、パンづ

くりなどの調理学習、介護保険制度の学習、登山などの健康活動と月 1回ではありますが、さまざまな学習を

してきました。 J

平成11年度の閉講式を2月24日に終え、 1年間の学習活動 !

の感想を女性学級運営委員長の石田正子さんに聞きました。

「一番の想い出は、先輩たちが (9年度に)わたしたちの町の開

基100年を記念してつくった『かみふらのまちなみ』パッチワ

ークのタペストリーが本凶晃市のかでる2・7に展示され、見学し

に行ったこと領在社教センターに展示)です。また、学級で初

めて登山をしたときは、体力に自信がなく不安でしたが、不思議

とまだまだ登りたい気分になり、終わってみると爽快感というか

満足感でいっぱいでした。乙の学普及では、個人で行くことのでき

ない施設の見学会ゃいろんな体蜘舌動などがあり、どの学習活動

も楽しく受けられ、たくさん仲間も増えました。年齢の差を感じさせなく自分の娘のような若い年代の人たち

とも交流でき、たくさんのエネルギーをもらいました。このような学級ですからなかなか脅肘1がたいですね。」

と語っておりました。
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趣味・調理の学習、健劇舌動など月 l回程度

町内に在住し、 1年間を通じて学習に参加できる女性の方

50名使員になりしだい締めきります。)

2， 000円(レクリエーション保険代を含む。)講座の内容によっては教材費が必要

教育委員会社会教育課(社会教育総合センター内TEL45-5 511)に4月10日(月)まで年会費

の2000円を添えて申込みください。
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